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飯能市環境基本計画年次報告書の概要

１．報告書の作成趣旨

本市では、環境の保全と創造についての基本理念を定めた「飯能市環境基本条例」を平成２０年７

月に施行しました。この条例の理念を実現するために、環境の保全及び創造に関する目標及び施策の

方向などを定めた「飯能市環境基本計画」（平成１５年３月策定の改訂版）を平成２０年８月に策定し

ました。「飯能市環境基本条例」第１０条において、環境の状況及び環境基本計画に基づき実施された

施策の状況等について報告書を作成し、公表するものとしています。本報告書は、平成２１年度まで

の各環境施策の実施状況及び平成２２年度の主な実施状況等をとりまとめたものです。

２．環境基本計画の内容

飯能市環境基本計画は、平成１４年度に策定し、計画の期間を平成１５年度（２００３年度）から

平成２４年度（２０１２年度）までの１０年間としています。この間の環境や社会状況などの変化に

対応するため、平成２０年８月に改訂版を作成しました。

計画では、めざす環境像として「新たな森林文化を創造し、ぬくもりのあるまち 飯能」を掲げ、そ

の実現のために、「恵み豊かな自然を伝えゆくまち」、「自然と人が共に生きるやすらぎのあるまち」、

「循環の環を広げ環境にやさしいまち」、「より良い環境のために行動するまち」の４つの環境目標を

設定しました。それぞれの環境目標に対し、基本方針を定め、その方針ごとに取り組むべき環境施策

を示しています。（体系は２ページに掲載のとおりです。）

３．報告書の構成

環境指標の動向・環境施策の実施状況

環境基本計画では、設定した４つの環境目標に対し、取り組み状況などを把握し、計画の進行状況

を管理するための代表的な項目を「環境指標」と位置づけました。最初に、環境目標ごとに指標値の

動向を示しました。その後に、それぞれの環境目標に対する基本方針に沿って、市が中心となって行

う取り組みとして掲げた環境施策の平成２１年度までの各環境施策の実施状況、平成２２年度の主な

実施状況及び平成２４年度までに目指す方向について、個別に示しています。

資料 公害関係各種調査結果

本市の大気、水質、騒音・振動等について、調査・観測の結果得られた数値等を示したものです。

また、公害関係の相談（苦情）の状況についても掲載しました。
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〈環境基本計画施策の体系〉

めざす環境像

新たな森林文化を創造し、ぬくもりのあるまち 飯能

＜基本方針１＞

豊かな自然環境を継承

する

＜基本方針２＞

共生型のまちをつくる

＜基本方針３＞

循環を支える社会を

つくる

＜基本方針４＞

協働型社会をつくる

◎飯能市環境基本条例及び飯能市環境基本計画（改訂版）の詳細については、市役所３階の市政資料コーナ

ーや市ホームページでご覧になれます。

環境目標１

恵み豊かな自然を伝え

ゆくまち

環境目標２

自然と人が共に生きる

やすらぎのあるまち

環境目標３

循環の環を広げ環境に

やさしいまち

環境目標４

より良い環境のために

行動するまち

計画的に自然環

境を保全する
・自然環境の総合的保全の推進 ・地域生態系の保全と回復

・条例等の規制による環境保全の展開・公共事業等における動植物への配慮

多様な森をつく

る

・森林の多面的機能の見直しと強化 ・広域的な連携の推進

・林業の振興

里山や農地を保

全する

・里山の恵みを生かす ・自然とのふれあいの場として活用する

・農地の保全と活用 ・市民参加による維持管理の推進

豊かな流れを呼

び戻す

・水量の確保 ・生態系に配慮した河川・水路の整備

・水辺の適正利用と市民参加による維持管理の推進

みどりのつなが

るまちをつくる

・みどりのネットワークの形成 ・憩いの場の確保

・みどりの保全と育成 ・市民参加による維持管理の推進

・飯能の風景・景観の保全・創造の推進

・自主規制やルールづくりによる景観整備、住環境整備の推進

・監視・規制の強化

美しい風景をつ

くる

安全・安心なまち

をつくる

・公害防止や有害化学物質対策の強化 ・自然災害対策の推進

・生活公害対策の推進 ・安心して歩ける道づくりの推進

水循環の環をつ

くる
・雨水の地下浸透の促進 ・水質保全対策の推進

・節水と雨水の有効利用の促進 ・上流・下流地域の交流の促進

物質循環の環を

つくる

・ごみゼロ社会の構築 ・ごみの減量化・再利用

・環境にやさしい消費生活の普及 ・資源としての有効利用

地球にやさしい

まちをつくる

・省エネルギーの推進 ・未利用エネルギーの利用推進

・環境にやさしい交通体系の展開 ・森林の公益的機能の発揮

・地球環境の保全

環境にやさしい

人を育てる

・体験の場の確保

・学校教育、生涯学習における環境教育、環境学習の推進

・環境配慮行動の推進 ・環境マネジメントシステムの普及

活動の環を広げ

る

・協働型事業の推進 ・市民・事業者の活動への支援

・情報交流の推進
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平成２２年度

環境指標の動向・環境施策の実施状況
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環境目標１ 恵み豊かな自然を伝えゆくまち

＜基本方針－１＞ 豊かな自然環境を継承する

環 境 指 標
当初策定時

（平成13年度）

平成22年度末

現在

平成24年度までの

目標

西川材を活用した公共施設数 11施設 59施設 40施設

緑地

景観緑地指定面積 49.3ha 97.4ha 126ha

緑のトラスト公有地化面積 1.9ha 2.0ha 2.2ha

河川清掃の実施団体数 80団体 99団体 100団体以上

自然体験教室の講座数 1講座 6講座 5講座

市民農園の整備数 2箇所 4箇所 4箇所

方針１－１ 計画的に自然環境を保全する

自然環境に関する施策として、景観緑地に指定されている９７.４ｈａに対して財政的な支援を実施

するとともに、指定範囲の拡大に努めています。また、地域生態系の保全に関しては、植物等の調査

を実施しているほか、特定外来種の捕獲・駆除を行っています。

条例等の規制については、マナーアップキャンペーンを実施し、環境保全条例に規定するポイ捨て

防止や犬の飼い主のマナーアップを啓発しました。

公共事業の実施に際しては、環境マネジメントシステムの運用により、環境に配慮した施工・維持

管理を行っています。

（１）自然環境の総合的保全の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 緑の基本計画を策

定し、市内の緑の

保全・創造を推進し

ます。

都市計画課 ・計画策定について検討 ・国・県の動向に配慮し

ながら検討

・緑の基本計画の策定

② 緑と清流のネットワ

ークづくりを進める

ための体制づくり

や、市民の研究グ

ループ・リーダーの

育成を推進します。

環境緑水課 ・水質保全推進員(30

人）の委嘱及び研修・会

議の開催

・天覧山・多峯主山保全

活用のための懇話会の

開催

・緑のトラスト保全地で

の活動支援

・継続して事業を実施 ・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

③ 飯能市環境保全条

例に基づき、景観

緑地を指定します。

また、飯能市緑の

基金を活用し、景

観緑地の公有地化

などを推進します。

環境緑水課 ・97.4ｈａを景観緑地とし

て指定し、補助金を交付

・景観間伐の実施

・景観緑地保全補助金

の交付

・景観緑地指定の用地

交渉

・景観緑地指定及び補助

金交付を継続

・公有地化について検討

④ 公益的機能を持つ

森林の適正な維持

管理を図るため、

森林環境税の創設

を要請します。

農林課 ・全国森林環境税創設

促進連盟に加盟し、要

請を実施

・継続して事業を実施 ・引き続き連盟に加盟し要

請を継続

（２）地域生態系の保全と回復

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 景観緑地内の動植

物の生息・生育状

況を把握するた

め、動植物調査を

行います。

環境緑水課 ・はんのう市民環境会議

の運営を支援し、連携に

より調査を実施

・平成20年度景観緑地

内の自然環境調査を実

施

・景観緑地内の現地確

認を行い、天覧山・多峯

主山保全活用のための

懇話会にて保全方法を

検討

・自然環境調査の結果を

受け、懇話会にて保全

方法を検討

・特定外来種の捕獲・駆

除を実施

・自然環境調査の結果を

踏まえ保全・活用計画の

策定を検討

② 市内に生育する貴

重な山野草の保護

を進めます。

環境緑水課

生涯学習課

・景観緑地内の自然環

境調査を実施し、里山づ

くりシンポジウムにて報

告

・カタクリなど天然記念

物の群生地は柵を設置

するなどにより保護を実

施

・飯能地区・加治地区の

一部について植物分布

調査を実施

・自然環境調査の結果を

受け、懇話会にて保全

方法を検討

・南高麗、加治、東吾

野、吾野、名栗地区につ

いて植物調査を実施

・保護を継続

・植物植生調査の実施

（景観緑地内は自然環境

調査を実施）

③ 学校や公園などに

おけるビオトープ整

備を促進します。

都市計画課

学校教育課

・阿須運動公園東側、中

央公園内及び小学校3

校（加治東、東吾野、美

杉台）に整備

・富士見小学校におい

て、生き物観察等の構

想計画を立案し、ＰＴＡ

の奉仕作業等を実施

・環境教育推進委員会

及び理科主任会で担当

教職員へ周知

・環境教育推進委員会

及び理科主任会で担当

教職員へ周知

・加治東小学校におい

て、太陽光発電を利用し

たビオトープを再整備

・新規の公園整備に際して

検討

・整備を希望する学校へ

支援
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（３）条例等の規制による環境保全の展開

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 飯能市環境保全条

例に基づき、景観

緑地を指定します。

環境緑水課 ・97.4ｈａを景観緑地とし

て指定し、補助金を交付

・景観緑地保全補助金

の交付

・景観緑地指定の用地

交渉

・景観緑地指定及び補助

金交付を継続

② 緑の基本計画を策

定し、緑地保全区

域の指定につい

て、検討します。

都市計画課 ・計画策定について検討 ・国・県の動向に配慮し

ながら検討

・緑の基本計画の策定

③ 民間開発に対し

て、開発指導要綱

により、緑地の確

保や景観への配慮

などについて指導

します。

都市計画課 ・開発指導要綱により指

導を実施

・継続して事業を実施 ・指導を継続

④ 市の環境に対する

理念等を明らかに

し、関連する条例

の整備を行いま

す。

環境緑水課 ・平成20年7月環境基

本条例を制定

・現在の生活環境問題

に即した規定等を盛り込

むため、環境保全条例

を改正

・マナーアップキャンペ

ーンを実施し、環境保全

条例に規定するポイ捨

て防止や犬の飼い主の

マナーアップを啓発

・環境保全条例等の改正

⑤ 自然環境や生活環

境に支障のある土

砂の埋め立て行為

等の防止策を講じ

ます。

環境緑水課 ・環境保全条例に基づき

指導

・継続して事業を実施 ・土砂の埋め立て行為等

を規制する条例の制定等

（４）公共事業等における動植物への配慮

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 公共事業の実施に

際しては、多自然

型工法の採用など

動植物に配慮しま

す。

関係各課 ・各課の公共事業実施

にあたり、ＩＳＯ14001の

推進により環境マネジメ

ントシステムを運用し、

環境配慮を実行

・動植物に配慮した林道

の改修、復旧工事、維持

管理の実施

・路肩工事、護岸工事等

において、生物の生息

環境に配慮した工法を

採用

・環境マネジメントシステ

ムの運用を継続

・動植物に配慮した林道

の改修、復旧工事、維持

管理の実施

・路肩工事、護岸工事等

において自然石を使用

するなど、動植物に配慮

した工法を一部採用

・設計委託において、コ

ンクリート構造物を緑化

する工法を選定

・環境マネジメントシステ

ムの環境配慮チェック票に

よる工事の設計・実施時

の環境配慮の徹底
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方針１－２ 多様な森をつくる

森林の多面的な機能の強化を図るため、森の番人による市有林の整備、各種間伐事業を実施してい

ます。

また、森林・林業に対する理解を深めていただくため、森林体験教室や木工教室、里山を散策しな

がら森林の役割などについて学ぶ講座などを開催しました。学校においては、学習林活用フォーラム

を開催し、各校の取組の共有と今後の農林業体験の方向性についての確認を行いました。

林業の振興に関する施策としては、各種間伐事業の実施や補助制度の充実等を推進しています。西

川材の活用については、西川材使用住宅の建築やペレットストーブの設置に対する補助により促進す

るとともに、公衆トイレや学校、シルバー人材センターなど公共施設の工事においても積極的に利用

を進めています。

（１）森林の多面的機能の見直しと強化

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 森林整備計画を推

進し、健全な森林

の保全・管理を行

い、水土保全、森

林と人との共生、

資源の循環利用な

どといった森林の

持つ多面的な機能

を生かします。

農林課 ・森の番人による市有林

の整備、各種間伐事業

の実施

・健全な森林の造成と間

伐材生産の実施

・継続して事業を実施 ・森林整備を継続実施し、

森林の持つ多面的機能の

発揮を図る

② 森林・林業に関す

る講座や体験教室

を開催するなど、市

民が森林・林業に

ついて知り、理解を

深める機会をつくり

ます。

農林課

各公民館

・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・公民館において、里山

を散策しながら森林の

役割などについて学ぶ

講座や西川材への理解

を深める講座の開催

・森林体験教室の開催

・「ふるさとウォーク」や

木工教室等の講座を公

民館等で開催

・事業を継続

③ 針葉樹や広葉樹の

特性を生かした森

づくりを進めます。

農林課 ・森の番人による整備を

実施

・継続して事業を実施 ・市有林経営計画に基づ

き、市有林の特性に合っ

た施業を進めていく

（２）広域的な連携の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 森林の持つ多面的

な機能や、森林の

維持管理の大切さ

などについて、下

流地域を含めた広

域的な地域に対

し、情報提供やＰＲ

を行います。

農林課 ・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・森林文化都市宣言推

進事業を実施

・森林体験教室の開催

・森の番人による指導、

支援を継続

・啓発事業、講演会、森林

環境教育の他、ボランティ

アの支援及び企業の森等

の導入を図る
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 下流地域を含めた

広域的な森林ボラ

ンティアの仕組み

づくりを進めます。

市民参加推

進課

農林課

・ボラネット飯能により情

報を提供

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・彩の国ボランティア体

験プログラムにおいて、

森づくりの体験プログラ

ムを実施

・森の番人による指導、

支援を継続

・森の番人による学生等

への森林環境教育の指

導、支援等により広域的な

森林ボランティアの仕組み

づくりを進める

③ 森の里親制度の検

討など、都市住民

と山村との交流を

促進します。

農林課 ・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・森林体験教室の開催

・森の番人による指導、

支援を継続

・森林体験教室で間伐・炭

焼き・きのこのほだ木づく

りを実施するなどにより交

流を進める

④ 県の進めるみどり

の環境税制の創設

に協力します。

農林課

環境緑水課

・彩の国みどりの基金

（平成20年4月創設）を

活用する事業を検討

・継続して検討 ・県との連携を図る

・「彩の国みどりの基金」を

活用して実施する事業へ

の協力

（３）林業の振興

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 森林所有者に対す

る森林保全への協

力の呼びかけや、

森林の維持管理に

対する支援などを

行いながら、健全

な森林の育成、維

持管理を促進しま

す。

農林課 ・各種間伐事業の実施

及び間伐奨励事業補助

金等の交付

・継続して事業を実施 ・事業を継続

② 市有林の育成・維

持管理を行いま

す。

農林課 ・森の番人による市有林

の育成・維持管理の実

施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

③ 林業従事者の育

成・確保や林業事

業体の育成強化、

林業に関わる作業

の共同化などを推

進し、林業の生産

体制を強化します。

農林課 ・林業従事者の育成・確

保のため森の番人事業

を実施

・森林整備地域活動支

援交付金の交付により、

作業の共同化を推進

・市有林からの素材生産

事業及び担い手育成事

業による後継者団体の

育成

・緊急雇用対策事業の

実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

④ 林業の効率化・能

率化を図るため、

林道などの林業生

産基盤の整備や、

林業施設の整備を

行います。

農林課 ・生産基盤として作業

道、林道の整備を実施

・作業道、林道の整備に

対し、森林組合へ補助

金を交付

・継続して事業を実施 ・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑤ 西川材のＰＲを行

いながら、建材や

木材製品などの

他、木質ペレット、

チップ等の未利用

木質資源の活用を

促進します。

農林課 ・西川材フェアの開催

・西川材使用住宅補助

事業（平成17～21年度：

84件分）

・ペレットストーブによる

未利用木質資源利用の

ＰＲ及び補助（平成19年

～21年度：95台）

・西川材使用住宅補助

事業（平成22年度：36

件）

・ペレットストーブ設置補

助（平成22年度：10台）

・事業を継続

⑥ 公共施設における

西川材の利用を推

進します。

農林課

建築課

関係各課

・市庁舎別館や学校、観

光案内所の建設・改修

などに際し、西川材の利

用を推進（平成21年度

末現在56施設で利用）

・東飯能駅自由通路を木

質化

・西川材の商標登録が

完了

・シルバー人材センター

及び観光公衆トイレの建

設、西川小学校の改修

において、西川材を使用

（平成22年度末現在59

施設）

・西川材宣伝チラシ・カタ

ログの配布や各方面へ

の依頼・訪問を実施し、

PR

・継続して推進

⑦ 森林保全や林業に

対する理解を深め

るため、森林ボラン

ティアの活動を支

援します。

農林課 ・森の番人によるボラン

ティア支援の実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

⑧ 森林・林業の啓発

活動や体験学習を

進めるため、森林・

林業に関わる各種

組織との連携を強

化します。

農林課 ・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開

催、学生やボランティア

等への支援において、

各種組織と連携

・継続して事業を実施 ・事業を継続

⑨ 森林・林業に関す

る講座や体験教

室、エコツアーを開

催するなど、市民

等が森林・林業に

ついて理解を深め

る機会をつくりま

す。

農林課

エコツーリズ

ム推進室

各公民館

・森林体験教室の開催

・森の番人による森林体

験の支援を実施

・里地・里山、森林エコツ

アーを開催（平成21年

度：34回）

・公民館において、里山

を散策しながら森林の

役割などについて学ぶ

講座や西川材への理解

を深める講座の開催

・森林体験教室の開催、

森の番人による森林体

験の支援を継続

・里地・里山、森林エコツ

アーを 41回開催

・「ふるさとウォーク」や

木工教室等の講座を公

民館等で開催

・各種事業を継続して推

進し、市民、学生等の理

解を深める

・エコツアーの実施により

機会を提供する

⑩ 学校教育におい

て、森林に関する

学習や林業体験を

進め、子どもたちの

森林・林業に対す

る理解を深めま

す。

農林課

学校教育課

・森林体験教室、木工教

室を開催

・森の番人による森林体

験の支援を実施

・学習林活用教育推進

事業の全体計画、年間

計画を作成し、各校の特

色を生かした森林体験

を実施

・森林体験教室、木工教

室の開催、森の番人に

よる森林体験の支援を

継続

・学習林活用フォーラム

を開催し、各校の取組の

共有と今後の農林業体

験の方向性について確

認

・森林体験の支援を継続

・学習林を活用し、林業

関係団体との連携を図

り、学校教育において、

森林について体験的に

学ぶ学習を展開する

⑪ 市内で行われる森

林保全活動や林業

体験に関する情報

を収集し、提供しま

す。

農林課 ・森林体験教室の広報

掲載

・ボランティアグループ

の紹介

・継続して事業を実施 ・事業を継続
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方針１－３ 里山や農地を保全する

里山の恵みを生かす事業として、はんのう市民環境会議を中心に天覧入谷津田の再生・活用に取り

組み、現地作業のほかイベントも実施しました。また、身近な里地・里山を活用したエコツアーや森

のようちえんづくりなどを実施し、自然とふれ合う場を提供しています。学校においては、森林体験

の実施や学校ファームの設置を行い、農林業体験を進めています。

農地の保全と活用を進めるため、農業体験教室や遊休水田でのマコモタケ栽培などを実施したほか、

市民農園平松農場A及び平松農場Bを開設しました。また、彩の国ボランティア体験プログラムの実

施やボランティアグループへの市有林の提供などにより、市民参加による維持管理の推進を図ってい

ます。

（１）里山の恵みを生かす

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 落ち葉の堆肥化や

雑木による炭づくり

など、市民が里山

の恵みに親しめる

よう、里山を利用し

やすい仕組みづく

りを検討します。

農林課

環境緑水課

・森林体験教室において

間伐体験、間伐木を利

用した炭焼きの実施

・はんのう市民環境会議

との連携により天覧入谷

津田の再生・活用事業を

実施

・森林体験教室を継続実

施

・天覧入谷津田の再生・

活用事業において、現

地作業を9回、イベント

を 1回実施し、田植えや

稲刈り、きのこのほだ木

づくりなどを実施

・森林啓発事業として体験

教室を継続実施

・天覧入谷津田の再生・活

用事業を継続

② 里山の自然や恵み

に関する市民の理

解を深めるため、

自然観察、農林業

体験などの里山に

親しむ機会づくり

や、情報提供など

を行います。

農林課

環境緑水課

エコツーリズ

ム推進室

・森林体験教室において

間伐体験、間伐木を利

用した炭焼きの実施

・農業体験教室の開催

・はんのう市民環境会議

との連携により天覧入谷

津田の再生・活用を計画

し、作業を実施するとと

もに、作業状況等の情

報をホームページに掲

載

・里地・里山、森林エコツ

アーを開催（平成21年

度：34回）

・森林体験教室を継続実

施

・「自産自消を体験しよ

う！」、「農業先生による

講習会」及び農業体験

教室の開催

・天覧入谷津田の再生・

活用事業を継続実施し、

作業状況等の情報をホ

ームページに掲載

・はんのう市民環境会議

を中心に自然観察会を

開催

・里地・里山、森林エコツ

アーを 41回開催

・森林啓発事業として体験

教室を継続実施

・炭焼き体験事業を実施

し、里山の再生を図る

・天覧入谷津田の再生・活

用事業を継続

・はんのう市民環境会議を

中心に自然観察会などを

開催

・エコツアーの実施により

機会を提供

（２）自然とのふれあいの場として活用する

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 景観緑地を里山と

して保全するととも

に、自然とふれあう

場として活用しま

す。

環境緑水課 ・97.4ｈａを景観緑地とし

て指定し、そのうちの天

覧入谷津田について再

生・活用事業を実施

・天覧山・多峯主山保全

活用のための懇話会の

開催

・天覧入谷津田の再生・

活用事業において、現

地作業を9回、イベント

を 1回実施し、田植えや

稲刈り、きのこのほだ木

づくりなどを実施

・天覧山・多峯主山保全

活用のための懇話会の

開催

・事業を継続

・景観緑地保全・活用計画

の策定を検討



11

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 農林業体験と連携

した自然とふれあう

レクリエーション活

動を促進します。

農林課 ・農業体験教室において

農業委員の指導のもと

野菜づくりを実施

・森林体験教室において

間伐体験、間伐木を利

用した炭焼きの実施

・市民農園平松農場A・B

開設

・「自産自消を体験しよ

う！」、「農業先生による

講習会」及び農業体験

教室の開催

・農業体験教室、森林体験

教室の継続実施

③ 学校教育における

農林業体験を進め

ます。

農林課

学校教育課

・学習林活用教育推進

事業の全体計画、年間

計画を作成し、各校の特

色を生かした森林体験

を実施

・小学校において収穫体

験や種子・苗の配布を

実施

・小中学校への学校ファ

ームの設置

・学習林活用フォーラム

を開催し、各校の取組の

共有と今後の農林業体

験の方向性について確

認

・小中学校へのサツマイ

モ苗等の配布を実施

・学校ファームの設置を

継続

・学校ファームで収穫さ

れた農産物の展示

・森林体験の支援を継続

実施

・農林業関係者と学校との

連携を図り、森林について

体験的に学ぶ学習を教育

課程に位置づけて実施

④ 里地、里山の身近

な自然、地域の産

業や生活文化を活

用したエコツーリズ

ム事業などの推進

や森林インストラク

ターなどを活用し、

市民等が自然とふ

れあう機会を拡充

します。

農林課

エコツーリズ

ム推進室

・森林ボランティアグル

ープへ市有林の提供を

実施

・里地・里山、森林エコツ

アーを開催（平成21年

度：34回）

・市有林の提供を継続実

施

・里地・里山、森林エコツ

アーを 41回開催

・市有林の提供を継続

・エコツアーの実施による

機会の提供

⑤ 身近な里山を利用

した森のようちえん

づくりを進めます。

子ども家庭

課

・定例作業のほか、自然

環境を活用した「四季の

イベント」を開催

・継続して事業を実施 ・事業を継続

⑥ 市有林などを活用

した森林体験教室

や森林ボランティア

が活躍する市民の

森づくりを進めま

す。

農林課 ・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・森林ボランティアグル

ープへ市有林の提供を

実施

・森林体験教室の開催

・森の番人による指導、

支援を継続実施

・市有林の提供を継続

・森林体験教室で間伐・炭

焼き・きのこのほだ木づく

りを実施

・団体に市有林を貸し出

し、枝打ち・間伐を実施

（３）農地の保全と活用

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 休耕地の活用など

様々な手法により、

生活環境上の緑地

機能、保水機能な

どの多面的機能を

有している農地の

保全を図ります。

農林課 ・遊休農地において、マ

コモタケを栽培し、農地

を有効利用

・マコモタケ栽培を継続

・遊休農地の把握のた

めの調査開始

・休耕地の有効活用を継

続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 市民農園など、市

民と連携した農地

の利用を推進しま

す。

農林課 ・農業委員の指導のも

と、市民農園事業や農

業体験教室を実施

・市民農園平松農場A・B

開設

・「自産自消を体験しよ

う！」、「農業先生による

講習会」及び農業体験

教室の開催

・市民農園事業、農業体験

教室を継続

③ 有機農法や低農薬

農法など、環境を

重視した農業を奨

励します。

農林課 ・環境にやさしい農業を

営む農家に対し県が認

定するエコファーマーの

登録を推奨（平成21年

度末登録者数：24人）

・エコファーマー登録者

数：24人

・事業を継続

④ 農地などにおける

鳥獣害対策を行い

ます。

農林課 ・作物のイノシシ等によ

る被害防止のための電

気柵設置等に対して野

生動物被害防止施設設

置費補助事業を実施（平

成21年度：12件）

・野生動物被害防止施

設設置費補助事業を継

続実施：18件

・事業を継続

⑤ 農業の担い手の育

成や、農作物の流

通の確保などによ

り、農業振興を進

めます。

農林課 ・農家、農林振興センタ

ーの指導のもとで担い

手育成総合支援事業と

して方策の検討を実施

・後継者対策として、小

学校において収穫体験

や種子・苗の配布を実

施

・小中学校への学校ファ

ームの設置

・小中学校へのサツマイ

モ苗等の配布を実施

・学校ファームの設置を

継続

・学校ファームで収穫さ

れた農産物の展示

・ふれあい農園施設及

び農林産物加工直売所

施設の管理運営

・事業を継続

・はんのう生活祭で収穫を

アピールするなど、農業に

対する関心を高める

（４）市民参加による維持管理の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① ボランティア活動に

よる緑の管理を支

援します。

市民参加推

進課

農林課

環境緑水課

・ボラネット飯能により情

報を提供

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・ボランティアと連携し、

緑のトラスト保全地内の

維持管理作業を実施

・彩の国ボランティア体

験プログラムにおいて、

森づくりの体験プログラ

ムを実施

・森の番人による指導・

支援を継続

・緑のトラスト保全地内

の維持管理を継続実施

・事業を継続

② 市内で行われる森

林保全活動や林業

体験に関する情報

を収集し、提供しま

す。

農林課 ・森林体験教室の広報

掲載

・ボランティアグループ

の紹介

・継続して事業を実施 ・森林ボランティアグルー

プによるボランティア育成

と情報収集・提供
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方針１－４ 豊かな流れを呼び戻す

本市は入間川や高麗川などの上流部に位置することから、森林の保水力を高めるため各種間伐事業

の実施など水源林の保全・整備に努めています。また、道路工事などの際には雨水浸透施設を取り入

れるなど、雨水の地下浸透を進めています。

河川等の整備に際しては、環境マネジメントシステムを運用し、環境配慮を実行しています。また、

地元自治会や観光協会等により飯能河原の夜間パトロールやクリーンキャンペーンを実施したほか、

河川清掃を実施した自治会へ補助金を交付し、市民による水辺の維持管理を推進しています。

（１）水量の確保

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 健全な森林の育成

や維持管理を推進

し、森林の保水力

を高めます。

農林課 ・森の番人による森林整

備、各種間伐事業の実

施により健全な森林を造

成

・継続して事業を実施 ・事業の継続により保水力

を高める

② 透水性舗装など雨

水浸透施設の普及

を図るとともに宅地

内の緑化や土壌面

を残すことにより、

雨水の地下浸透を

進めます。

道路建設課

主要道路整

備推進課

建築課

都市計画課

土地区画整

理事務所

・道路、園路等の雨水を

地下に浸透させる舗装

材の使用や浸透人孔を

設置

・公共施設の駐車場等

に浸透性舗装材を使用

・阿須小久保線（双柳工

区）延長443ｍの両側

に、透水性舗装を整備

・シルバー人材センター

建設において、敷地内

舗装970㎡に浸透性舗

装を整備

・土地区画整理事務所

において発注した工事3

件（笠縫1件、双南2件）

について、透水性を有す

る街渠施設を設置

・事業を継続

・可能な場所は浸透桝を

設置

（２）生態系に配慮した河川・水路の整備

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 動植物の生息環境

に配慮した河川・水

路等の整備を行い

ます。

農林課

道路建設課

・各課の公共事業実施

にあたり、ＩＳＯ14001の

推進により環境マネジメ

ントシステムを運用し、

環境配慮を実行

・動植物に配慮した林道

の改修、復旧工事、維持

管理を実施

・生態系に配慮した河川

等の整備

・環境マネジメントシステ

ムの運用を継続

・動植物に配慮した林道

の改修、復旧工事、維持

管理を継続

・護岸に雑割石を採用す

るなど、環境に配慮した

整備を実施

・事業を継続

・環境マネジメントシステ

ムの環境配慮チェック票に

よる工事の設計・実施時

の環境配慮の徹底

② 湧水等を活用した

水辺の整備を検討

します。

道路建設課

土地区画整

理事務所

・水辺環境に配慮した河

道の整備を実施

・湧水等を利用したまち

づくり計画を策定

・湧水等を活用した水辺

の整備を検討

・藤田堀等について、水辺

環境に配慮した河道整備

の実施を検討
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（３）水辺の適正利用と市民参加による維持管理の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 水辺環境保全への

協力に関するＰＲを

強化します。

商工観光課

環境緑水課

・飯能河原の環境を守る

キャンペーンやチラシの

配布などを行い、ごみの

持ち帰り等を啓発

・継続して事業を実施 ・事業を継続

② 河川パトロールや

河原利用のルール

づくりなど、水辺環

境保全の仕組みづ

くりを進めます。

商工観光課

環境緑水課

・関係機関との連携によ

り、飯能河原の夜間パト

ロール、クリーンキャン

ペーン等を実施し、夜間

騒音を防止し、水辺環境

を保全

・観光協会、青少年育成

飯能市民会議、地元自

治会等により夏場の週

末の夜間に飯能河原の

パトロールを実施

・関係機関と連携し、夜間

の花火等での騒音や青少

年の不良行為を防ぐため

活動を継続して実施

③ 地域住民による河

川清掃などの美化

活動を支援します。

市民参加推

進課

商工観光課

環境緑水課

・飯能河原の環境を守る

キャンペーン活動を実施

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成21年度：90件）

・飯能河原の環境を守る

キャンペーン活動を実施

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成22年度：99件）

・事業を継続
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環境目標２ 自然と人が共に生きるやすらぎのあるまち

＜基本方針－２＞ 共生型のまちをつくる

環 境 指 標
当初策定時

（平成13年度）

平成22年度末

現在

平成24年度までの

目標

市内の公園、緑地の供用面積

（都市計画区域内）
44.44ha 80.39ha 66ha

大気汚染物質濃度

二酸化窒素濃度（１時間値の最

高値）
0.063ppm 0.057ppm 環境基準0.04ppm以下

光化学オキシダント濃度（１時

間値が0.06ppmを超えた日数）
112日 119日 ０日

浮遊粒子状物質濃度（１時間値

の最高値）
0.137mg/ｍ3 0.096mg/ｍ3 環境基準0.20mg/ｍ3以下

河川の水質状況（市内３河川１０ヶ所で測定：値は各測定地点の平均値）※平成１３年度は７ヶ所で測定

pH（水素イオン濃度） 7.6～8.2 7.7～8.1
環境基準（Ａ類型）

6.5～8.5

BOD（生物化学的酸素要求量） 0.5～1.3mg/ℓ 0.5～1.1mg/ℓ 
環境基準（Ａ類型）

2mg/ℓ以下 

DO（溶存酸素量） 10.2～12.4mg/ℓ 10.2～11.8mg/ℓ 
環境基準（Ａ類型）

7.5mg/ℓ以上 

SS（浮遊物質量） 1～2mg/ℓ 1mg/ℓ 
環境基準（Ａ類型）

25mg/ℓ以下 

大腸菌群数 7100～16000MPN/100mℓ 1600～11000 MPN/100mℓ
環境基準（Ａ類型）

1000MPN/100mℓ以下 

道路交通騒音レベル（市内９ヶ所で測定）※平成１３年度は８ヶ所で測定

昼間 68～72dB 66～69dB 環境基準70dB以下

夜間 64～69dB 59～67dB 環境基準65dB以下

道路交通振動レベル（市内３ヶ所で測定）

昼間 34～42dB 37～40dB 要請限度65dB以下

夜間 32～39dB 33～34dB 要請限度60dB以下

ダイオキシン類濃度（大気は市内９ヶ所、土壌は市内５ヶ所で測定）※平成１３年度の大気は８ヶ所で測定

大気 0.068～0.17pg-TEQ/ｍ3
0.014～0.045

pg-TEQ/ｍ3

環境基準

0.6pg-TEQ/ｍ3以下

土壌 0.092～13pg-TEQ/g 0.35～3.7 pg-TEQ/g
環境基準

1000pg-TEQ/g以下
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方針２－１ みどりのつながるまちをつくる

市民の憩いと交流の場として、公園や緑地、ハイキングコースなどを整備し、維持管理を実施して

います。緑地の保全に関しては、緑のトラスト保全用地を取得し、他の用地についても取得に向け交

渉を進めています。また、指定文化財となっている巨木の保護や苗木の配付などを行い、みどりの保

全と育成を図っています。公園の整備については、あさひ山展望公園の工事を実施し、多目的（バリ

アフリー）トイレ、ベンチ、休憩所等を設置しました。また、河川敷の有効利用を図るため、夏季に

飯能河原案内所を設置して周知啓発活動を実施したほか、納涼花火大会を開催しました。

（１）みどりのネットワークの形成

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 緑の基本計画を策

定し、緑の保全、創

出を推進します。

都市計画課 ・緑の基本計画策定に

ついては検討中

・国・県の動向に配慮し

ながら検討

・緑の基本計画の策定

② 緑のトラスト保全地

と連続する河岸緑

地の保全を推進し

ます。

環境緑水課 ・平成20年度、緑のトラ

スト保全地965㎡を取得

・緑のトラスト保全用地

215.9㎡を取得し、他の

用地についても取得に

向け交渉

・トラスト保全地の河岸緑

地と一体的に保全を図る

（２）憩いの場の確保

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市民の憩いの場と

なる公園・緑地の

整備を進めます。

都市計画課

土地区画整

理事務所

・公園・緑地として 65.07

ｈａを整備し、管理を実施

・公園周辺の道路への

街渠施設の設置

・あさひ山展望公園の工

事が完了

・公園周辺の道路への

街渠施設の設置を継続

・土地区画整理地内に計

画された公園用地の確保

に努める。

・美杉台地区、笠縫土地区

画整理地区内に整備を計

画

② 関東ふれあいの

道、奥武蔵自然歩

道など、自然に親し

める散策路の整

備・活用を促進しま

す。

商工観光課

道路建設課

・ハイキングコースの整

備・維持管理を実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

③ 河川敷の有効利用

を促進します。

商工観光課

都市計画課

・飯能河原の河川占用

許可を受け、納涼大会

等の観光事業を実施

・阿須運動公園、岩沢運

動公園の管理

・南町地内、川寺地内の

河川敷を地元自治会の

管理により利用

・夏季に飯能河原案内

所を設置して周知啓発

活動を実施したほか、納

涼花火大会を開催

・阿須運動公園、岩沢運

動公園の管理及び自治

会による南町地内、川寺

地内の河川敷利用を継

続

・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

④ 公園や散策路など

を利用しやすくする

ため、トイレや休憩

所などの付属施設

を整備します。

商工観光課

子ども家庭

課

都市計画課

・観光トイレの整備及び

維持管理

・子ども広場の遊具の管

理

・各公園にトイレやベン

チ設置

・街区公園出入口等の

段差解消などバリアフリ

ー化に着手

・観光トイレの整備及び

維持管理

・子ども広場の遊具の管

理を継続

・あさひ山展望公園に多

目的（バリアフリー）トイ

レ、ベンチ、休憩所等を

設置

・観光トイレを年次計画に

沿って整備し、休憩所など

の施設と合わせて維持管

理を実施

・公園の利用形態をふま

え、施設の改修や健康遊

具の整備を実施

⑤ 道路敷地の利用や

建物の更新に合わ

せたポケットパー

ク、街角広場の整

備を図ります。

道路建設課

都市計画課

関係各課

・まちなか小公園候補地

を選定

・東飯能駅東口駅前通り

線工事に伴うポケットパ

ークの整備

・阿須小久保線（双柳工

区）延長443ｍの完成に

伴い、ポケットパークを

一箇所設置

・中心市街地活性化と併

せて検討

（３）みどりの保全と育成

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市内にある巨木な

どの保全を図りま

す。

環境緑水課

生涯学習課

・指定文化財となってい

る巨木の生育状況の確

認及び樹木医による樹

勢調査、保全事業の実

施

・継続して実施 ・指定文化財となっている

巨木の保全事業を継続

② 苗木の配布を行

い、緑化を支援しま

す。

農林課 ・緑の募金緑化事業交

付金による苗木の配布

（平成21年度：約 320

本）や植樹の実施

・苗木の配付（平成22年

度：570本）

・事業を継続

③ 宅地などにおける

生け垣等の設置を

促進します。

建築課

都市計画課

・地区計画制度などに基

づいて実施

・地区計画に基づいて指

導

・広報等による啓発活動を

実施するとともに、地区計

画などに基づく生け垣等

の設置を促進

④ 公園や緑地などに

おいて、緑の適正

な維持管理を行い

ます。

子ども家庭

課

都市計画課

・子ども広場、児童公

園、都市公園などの適

正な管理を実施

・子ども広場や公園の緑

の適正な管理を実施

・事業を継続

⑤ 街路樹の植栽や花

いっぱい運動など

により、道路等の

緑化を推進します。

市民参加推

進課

道路建設課

・まちづくり推進事業に

おいて、樹木の植栽や

花の播種を行う事業に

対し、補助金による支援

を実施

・街路樹等の植栽・維持

管理

・まちづくり推進事業に

おいて、補助金による支

援を継続実施

・阿須小久保線（双柳工

区）延長４４３ｍの両側

に植樹帯を設置

・街路樹等の植栽・維持

管理を継続実施

・事業を継続
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（４）市民参加による維持管理の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① ボランティア活動に

よる公園、緑地の

維持管理を支援し

ます。

市民参加推

進課

商工観光課

子ども家庭

課

都市計画課

・ボラネット飯能により情

報を提供

・奥武蔵自然公園管理

委員会による奥武蔵自

然公園内の清掃活動、

ボランティアによる子ど

も広場の管理、公園美

化活動団体制度実施要

綱による活動などを支

援

・彩の国ボランティア体

験プログラムを実施し、

森づくりの体験プログラ

ムを実施

・奥武蔵自然公園管理

委員会、子ども広場の

管理ボランティア及び公

園美化活動団体への支

援を継続

・事業を継続
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方針２－２ 美しい風景をつくる

歴史文化資源の保全・活用を図るため、文化財めぐりを実施したほか、文化財マップⅣ（飯能・南

高麗地区）を発行し、市内全域の文化財マップが完成しました。また、コスモス等景観作物の植付け

や景観緑地の保全など、自然を活かした景観形成を進めています。

景観や住環境の整備に当たっては、広報へ啓発記事を掲載したほか、飯能河原の環境を守るキャン

ペーンやポイ捨て防止等のマナーアップキャンペーンを実施しました。

（１）飯能の風景・景観の保全・創造の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市内にある歴史文

化資源を保全・活

用します。

生涯学習課

郷土館

・「文化財マップ」（加治・

精明地区、吾野・東吾野

地区、原市場・名栗地

区）の作成・活用

・「お宝スポット」（1～3

号）の作成・活用

・文化財講座、文化財め

ぐりの開催

・「飯能の指定文化財」を

刊行

・文化財マップⅣ（飯能・

南高麗地区）を発行し、

市内全域の文化財マッ

プが完成

・公民館等において、文

化財めぐりや「地域の文

化遺産について」をテー

マとした講座の開催

・事業を継続

② 景観計画の策定を

検討し、魅力的な

景観形成や適切な

土地利用を進めま

す。

建築課

関係各課

・県等の施策を研究中 ・県等の施策を研究中 ・まちづくりに対する重要

な指針であり、市街地政策

事業など総合的な観点か

ら検討すべく全庁的に取り

組む

③ 案内板などを有効

に活用し、良好な

景観づくりを進めま

す。

商工観光課

道路建設課

主要道路整

備推進課

都市計画課

生涯学習課

・観光案内板の作成及

び維持管理

・阿須運動公園、美杉台

公園、あけぼの子どもの

森公園の案内看板を公

共サインマニュアルに基

づき設置

・歴史的建造物等の説

明板を設置

・案内板の作成及び維

持管理を継続実施

・道路工事にあたって

は、自然石の使用や街

路樹の選定等、周囲の

景観に配慮した整備を

実施

・南台第二地区ひだまり

公園及びあじさい公園

に案内板設置、あさひ山

展望公園内に案内板及

びサイン看板を設置

・観光案内板の作成、維持

管理及び文化財説明板の

作成を継続

・中央公園等の案内看板

の公共サインマニュアル

に基づく設置を検討

④ レンゲやコスモス、

そば等の景観作物

による農村の景観

づくりを進めます。

農林課 ・平松地内において、コ

スモス等の景観作物植

付け

・コスモス祭りを開催

・継続して事業を実施 ・まちづくり推進委員会に

より継続実施

⑤ 街路樹の植栽や花

いっぱい運動など

により、道路等の

緑化を推進します。

市民参加推

進課

道路建設課

・まちづくり推進事業に

おいて、樹木の植栽や

花の播種を行う事業に

対し、補助金による支援

を実施

・街路樹等の植栽・維持

管理

・まちづくり推進事業に

おいて、補助金による支

援を継続実施

・阿須小久保線（双柳工

区）延長４４３ｍの両側

に植樹帯を設置

・街路樹等の植栽・維持

管理を継続実施

・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑥ 景観緑地の新たな

指定や飯能市緑の

基金を活用し、景

観緑地の公有地化

などを推進します。

環境緑水課 ・97.4ｈａを景観緑地とし

て指定し、補助金を交付

・景観緑地保全補助金

の交付

・景観緑地指定の用地

交渉

・景観緑地指定及び補助

金交付の継続

・公有地化について検討

⑦ 緑のトラスト保全地

の管理を行いま

す。

環境緑水課 ・保全のための下草刈り

等を実施

・継続して実施 ・事業を継続

⑧ 緑濃い針葉樹を背

景に花木の映える

美しい都市づくりを

進めます。

農林課 ・平松地内において、コ

スモス等の景観作物植

付け

・コスモス祭りを開催

・継続して実施 ・コスモス等景観形成作物

の植付

⑨ 花をテーマにしたま

ちづくりを展開し、

本市の魅力の向上

を図ります。

商工観光課 ・桜の森委員会や地元

自治会を中心として、桜

の森の整備を実施

・継続して実施 ・花木等による良好な生活

環境や景観を整備する事

業を行う団体を支援するこ

とで、本市の活性化及び

集客力の向上を図る

⑩ 市街地や農村集落

の背景となる斜面

緑地や入間川沿い

の緑の保全、住宅

地の緑化を推進し

ます。

農林課

環境緑水課

都市計画課

・平成20年度緑のトラス

ト保全地965㎡を取得

・ボランティアと連携し、

緑のトラスト保全地内の

維持管理作業を実施

・緑のトラスト保全用地

215.9㎡を取得し、他の

用地についても取得に

向け交渉

・緑のトラスト保全地内

の維持管理を継続実施

・緑の募金緑化事業交付

金を活用し、緑化活動及

び苗木配布を実施

・緑のトラスト保全地内の

維持管理を継続実施

・地区計画に対する市民

からの要望を受け、支援

⑪ 山野草の自生地、

桜並木、広葉樹の

自然林などの景観

の保全と活用を図

ります。

商工観光課

農林課

環境緑水課

生涯学習課

・桜の森委員会・地元自

治会を中心として桜の森

の整備を実施

・森の番人事業、間伐事

業を実施

・景観緑地内等の動植

物調査を実施し、保全箇

所候補地を検討

・桜の森の整備を継続

実施

・森の番人事業、間伐事

業を継続実施

・景観緑地保全補助金

の交付

・景観緑地指定の用地

交渉

・植物調査を実施し、保

全箇所候補地や保全方

法を検討

・観光客の増加を目的に、

多彩な観光資源の魅力を

高めるために観光基盤の

整備を行う

・森林環境プロジェクト（駿

河台大学）、森林環境教育

事業に関する市有林利用

の協定（聖望学園高校）な

どを通じ、広葉樹の植樹に

より、景観を形成する

・景観緑地保全・活用計画

の策定を検討

・植物植生調査の実施

⑫ 公共施設の整備・

改修などに当たっ

ては、周囲の自然

や街並み景観への

調和を図ります。

関係各課 ・道路照明灯、ガードレ

ールの設置や公衆トイ

レの建設にあたり、周辺

の環境に配慮

・自然石を使用し、周り

の景観に配慮した路肩

修繕等を実施

・道路照明灯の設置や

公衆トイレの建設にあた

り、周辺の環境に配慮

・道路工事にあたって

は、自然石の使用や街

路樹の剪定等、周囲の

景観に配慮した整備を

実施

・シルバー人材センター

建設において、外壁の

一部と南側ポーチ及び

通路の柱に西川材を使

用し、デザイン、外壁・屋

根の色彩についても周

囲の景観と調和

・道路照明灯を設置する際

に配慮

・校舎大規模改修・耐震補

強工事における校舎外壁

塗装、耐震補強ブレース

の塗装などの色彩事業で

の調和
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑬ 公共施設や遊歩道

の案内板、ベンチ

などに西川材の活

用を図ります。

商工観光課

関係各課

・観光公衆トイレを年次

計画に沿って順次整備

・継続して事業を実施 ・観光客の増加を目的に、

多彩な観光資源の魅力を

高めるために観光・公衆ト

イレやハイキングコース上

の指導標等観光基盤の整

備に活用

・校舎大規模改修・耐震補

強事業における校舎内装

木質化、木製備品使用な

どにより活用

⑭ 中心市街地におい

ては、電線類の地

中化を検討します。

市街地活性

化推進課

・中心市街地活性化推

進本部会議を開催し、調

査・検討

・中心市街地活性化推

進本部会議を4回開催

し、調査・検討を継続

・「中心市街地活性化基本

計画」を策定し、計画に基

づき検討

⑮ 屋外広告物等につ

いてのガイドライン

を作成し、良好な街

並みの形成を図り

ます。

建設管理課

建築課

都市計画課

・監視パトロールの実

施、投棄物の回収

・継続して事業を実施 ・屋外広告物法及び埼玉

県屋外広告物条例に基づ

く適正な屋外広告の表示・

掲出の規制により、良好な

景観の形成や風致を維持

し、公衆に対する危害を防

止

⑯ 西川材を使用した

住宅づくりを促進し

ます。

農林課 ・西川材の商標登録が

完了

・西川材宣伝チラシ・カタ

ログ等の配布

・西川材を使用して住宅

等を新築・リフォームし

た際に補助金を交付

・西川材宣伝チラシ・カタ

ログの配布や各方面へ

の依頼・訪問を実施し、

PR

・西川材使用住宅補助

事業を継続実施（平成

22年度：36件）

・事業を継続

⑰ 景観間伐を促進

し、山間地域にお

ける景観の向上を

図ります。

農林課 ・集落地沿道の間伐を実

施

・集落地沿道の間伐を継

続実施

・要望に応じ集落地沿道

間伐事業を実施

（２）自主規制やルールづくりによる景観整備、住環境整備の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 観光ごみの持ち帰

り運動を推進しま

す。

商工観光課 ・利用ルールのチラシを

配布し、ごみ持ち帰りを

啓発

・利用ルールのチラシを

配布し、ごみ持ち帰り等

の啓発を実施

・事業を継続

② ポイ捨ての防止、

犬などのペットの飼

い方やマナーに関

する啓発を進めま

す。

環境緑水課

廃棄物対策

課

保健センタ

ー

・マナーアップキャンペ

ーン実施及び広報への

啓発記事等の掲載

・定期的なパトロールの

実施により不法投棄の

防止と啓発

・飯能・日高狂犬病予防

協会による「犬の飼い方

教室」の開催やチラシの

配布、広報誌への掲載

を実施

･犬のふん放置防止等

の看板を無料配布

・マナーアップキャンペ

ーン実施及び広報への

啓発記事の掲載

・不法投棄監視パトロー

ルの実施

・犬の飼い方教室の開

催やチラシ、ふん処理袋

の配布、広報誌への掲

載を実施

･犬のふん放置防止等

の看板の無料配布

・事業を継続

・住民との協力により不法

投棄をされない地域づくり

を目指す

・ポイ捨て防止などについ

て条例による規制を検討
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

③ 市民清掃デーや河

川清掃など、地域

における美化運動

を支援します。

市民参加推

進課

商工観光課

環境緑水課

クリーンセン

ター

・飯能河原の環境を守る

キャンペーンや市民清

掃デーの実施

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成21年度：90件）

・飯能河原の環境を守る

キャンペーンや市民清

掃デーを継続実施

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成22年度：99件）

・事業を継続するととも

に、自治会活動への支援

等を実施

④ 美しい住宅地の形

成に向けて地区計

画や建築協定、緑

化協定制度の活用

を検討します。

建築課

都市計画課

・岩沢南部地区、岩沢北

部地区、征矢町地区に

ついて、地区計画を導入

・飯能大河原地区につい

て、地区計画の都市計

画決定手続きが完了し、

地区計画を導入

・制度として継続

⑤ 山間地域の稜線付

近の間伐や広葉樹

化を進め、住宅地

への日照に配慮し

た環境づくりを推進

します。

農林課 ・集落地沿道間伐事業、

景観間伐事業を実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

（３）監視・規制の強化

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市民、事業者に対

し、廃棄物の適正

処理に関する指導

を行います。

環境緑水課

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・説明会、広報活動等に

より廃棄物の適正な排

出を指導

・野焼きや廃棄物の不適

正保管などに対し、県と

連携して指導

・廃棄物減量等推進員

説明会及びごみ報告会

の開催：年16回

・県と連携して指導を継

続

・事業を継続

・事業者に対し、商工会議

所などを通じて適正な処

分を指導

② 関係機関との連携

やパトロールを強

化し、山間部、河川

等への不法投棄の

防止を図ります。

農林課

環境緑水課

廃棄物対策

課

道路建設課

建設管理課

・関係機関との連携で定

期的なパトロールの実

施により不法投棄の防

止を図る。

・不法投棄物の回収（平

成21年度：27,630㎏）

・監視カメラや立て看板

の設置

・監視パトロールを継続

実施

・監視体制の強化によ

り、不法投棄物の回収

量は19,120ｋg となり、

8,510㎏の減量

・監視カメラを設置した

ほか、主に山間部を監

視重点地区に指定し、看

板を新たに設置すること

で監視体制を強化

・29団体と不法投棄の

情報提供に関する協定

書を締結

・事業を継続

・関係各課が連携し、パト

ロールを強化

・不法投棄防止立て看板

の設置

③ 捨て看板や違法広

告物などに対する

指導、撤去を行い

ます。

建設管理課

建築課

都市計画課

・屋外広告物許可制度

により適正な指導を実施

・屋外違反広告物簡易

除去の実施

・屋外広告物許可制度

による指導を継続実施

し、4件の是正を完了

・屋外違反広告物簡易

除去を24回実施し、はり

紙2508枚、はり札 154

枚を撤去

・事業を継続
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方針２－３ 安全・安心なまちをつくる

各種環境公害調査を継続して実施し、数値の把握をしています。また、県との連携による特定事業

所への立ち入り調査・指導、野焼きや不法投棄の防止のためのパトロールにより公害防止に努めてい

ます。不法投棄に関しては、監視カメラの設置のほか監視重点地区の指定、29団体との情報提供に関

する協定書の締結などにより、監視体制を強化しています。

自然災害対策の推進として、自主防災組織に対する補助金の交付、防災行政無線屋外拡声子局増設、

Ｊ－ＡＬＥＲＴ設備改修などのほか、住民および関係機関と連携し、土砂災害訓練及び総合防災訓練

を実施しました。

歩行者の安全確保については、交通安全教室や自転車及び自動二輪車を対象とした安全運転教室の

開催、交通安全キャンペーンの実施、横断幕やのぼり旗による啓発により、交通安全教育の充実を図

っています。

（１）公害防止や有害化学物質対策の強化

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 各種環境公害調査

を継続して実施しま

す。

環境緑水課 ・ダイオキシン類環境調

査、ゴルフ場農薬検査、

地下水汚染検査、道路

騒音・振動調査、二酸化

窒素濃度調査の5調査

を業務委託により実施

・継続して実施 ・事業を継続

② 監視体制の充実や

事業者に対する指

導を行うとともに、

事業活動に伴う公

害防止を徹底しま

す。

環境緑水課 ・県と連携し特定事業所

に定期的に立入調査を

行い、指導を実施

・継続して実施 ・事業を継続

③ 環境パトロールを

強化し、野外焼却

や不法投棄の監視

を行います。

環境緑水課

廃棄物対策

課

・野焼きや不法投棄の防

止のため、定期的にパト

ロールを実施

・監視カメラの増設

・パトロールを継続実施

・監視カメラを設置した

ほか、主に山間部を監

視重点地区に指定し、看

板を新たに設置すること

で監視体制を強化

・29団体と不法投棄の

情報提供に関する協定

書を締結

・野焼きの苦情に基づき

年間88回の指導を実施

・事業を継続

④ 公害発生の広域化

に対し、県や近隣

自治体と連携して

環境保全対策を進

めます。

環境緑水課 ・道路騒音・振動他各種

公害調査を実施するとと

もに、県等との連携によ

り公害についての啓発

を実施

・継続して実施 ・事業を継続

⑤ 一般廃棄物の適正

な処理を行い、廃

棄物処理による公

害の発生を防止し

ます。

クリーンセン

ター

・廃棄物の分別徹底と適

正処理

・処理施設の計画的な

修繕や環境検査の実施

による公害防止

・継続して実施 ・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑥ 有害物質等に関す

る情報を収集し、提

供します。

環境緑水課 ・県や関係機関との連携

により、地域住民への地

下水汚染、土壌汚染等

の情報提供と啓発を実

施

・継続して実施 ・事業を継続

（２）自然災害対策の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 自主防災組織を育

成します。

危機管理室 ・自主防災組織が行う防

災訓練及び防災資機材

の購入に対する補助（平

成21年度末：自治会数

に対する自主防災組織

の組織率96.29％）

・継続して事業を実施

（自治会数に対する自主

防災組織の組織率

99.26％）

・自主防災組織の育成を

推進し、組織率100％を目

標とする

② 危険箇所の巡視や

災害防止対策を実

施します。

危機管理室

関係各課

・各課の連携による危険

箇所の巡視や災害防止

対策の実施

・台風や豪雨時等に巡

視パトロールを実施

・土砂災害危険箇所の

指定

・危険箇所の基礎調査

前・基礎調査後（結果）

の説明、避難に関する

説明を実施

・防災行政無線屋外拡

声子局の設置

・各課の連携による危険

箇所の巡視や災害防止

対策の継続実施

・台風や豪雨時等の巡

視パトロールを継続実

施

・防災行政無線屋外拡

声子局増設工事

・Ｊ－ＡＬＥＲＴ設備改修

工事

・防災行政無線及び雨

量情報システムの保守

点検

・事業を継続

③ 危険箇所や自然災

害時の対応、自然

災害対策などに関

する情報提供やＰ

Ｒを行います。

危機管理室

関係各課

・防災行政無線やエリア

メール、Ｊ－ＡＬＥＲＴ、広

報、ＨＰ等により情報提

供

・防災ガイドマップを作

成し、全戸配布

・情報提供を継続

・住民および関係機関と

連携し、土砂災害訓練

及び総合防災訓練を実

施

・公民館において、自然

災害に対する理解を深

めるための講座を開催

・情報提供や啓発を継続

④ 健全な森林の育成

や維持管理を推進

し、森林における自

然災害の防止を進

めます。

農林課 ・森の番人による市有林

の整備、各種間伐事業

を実施し、健全な森林の

育成を実施

・継続して事業を実施 ・森林整備の継続実施に

より、森林の持つ多面的

機能の発揮を図る

（３）生活公害対策の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市民への啓発や事

業者に対する指導

などにより、静穏な

住環境を保持する

ため生活公害防止

対策を推進します。

環境緑水課 ・広報による啓発

・苦情・相談に基づき公

害原因者への指導を実

施

・野焼き防止パトロール

の実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 近隣の生活騒音や

ペット公害などの防

止のため、モラル

の向上と意識の啓

発を図ります。

環境緑水課

保健センタ

ー

・広報やマナーアップキ

ャンペーンの実施による

啓発

・飯能・日高狂犬病予防

協会による「犬の飼い方

教室」の開催やチラシの

配布、広報誌への掲載

を実施

･犬のふん放置防止等

の看板を無料配布

・広報やマナーアップキ

ャンペーンによる啓発を

継続実施

・犬の飼い方教室の開

催やチラシ、ふん処理袋

の配布、広報誌への掲

載を実施

･犬のふん放置防止等

の看板の無料配布

・事業を継続

（４）安心して歩ける道づくりの推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 歩道の整備を進め

るとともに、街路灯

整備や緑化等によ

り、安全で快適な歩

行空間づくりを推進

します。

生活安全課

商工観光課

道路建設課

主要道路整

備推進課

・道路照明灯、道路反射

鏡や防犯灯を設置（平成

21年度：道路照明灯1

基、道路反射鏡25基）

・ハイキングコースを順

次整備

・道路・街路の整備事業

において歩道を整備

・平成22年度：道路反射

鏡34基、防犯灯37基を

設置

・ハイキングコースの維

持管理を実施

・阿須小久保線（双柳工

区）延長４４３ｍの両側

に３ｍの歩道を設置、

街路灯８基設置

・事業を継続

・奥武蔵自然歩道等のハ

イキングコースの整備を

推進

② 安心して歩ける歩

行空間を確保する

ため、道路等にお

ける放置自転車な

どへの対策を推進

します。

生活安全課

道路建設課

主要道路整

備推進課

・放置自転車の撤去（平

成21年度：943台）

・市営自転車駐車場の

整理

・放置自転車の撤去（平

成22年度：822台）

・市営自転車駐車場の

整理を継続実施

・事業を継続

③ 交通事故の防止や

自転車利用のマナ

ー向上のため、交

通安全教育の充実

を図ります。

生活安全課 ・交通安全教室の実施

（平成21年度：57回開

催）

・街頭指導等の実施

・交通安全教室を小学

校、幼稚園、老人会で47

回開催

・交通安全キャンペーン

を 18回実施

・自転車を対象とした安

全運転教室を3回、自動

二輪車を対象とした安全

運転教室を1回開催

・横断幕やのぼり旗によ

る啓発活動

・事業を継続
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環境目標３ 循環の環を広げ環境にやさしいまち

＜基本方針－３＞ 循環を支える社会をつくる

環 境 指 標
当初策定時

（平成13年度）

平成22年度末

現在

平成24年度までの

目標

一般廃棄物排出量 28,008ｔ 23,880ｔ 25,500ｔ以下

資源化率（有用資源物量／全処理量） 18.7％ 31.13％ 30％以上

太陽光発電を利用した公共施設数 ― ― 1箇所以上

雨水利用を行っている公共施設数 1箇所 2箇所 当初値よりも増やす

公共下水道普及率 54.4％ 63.6％ 73％

合併処理浄化槽設置補助件数（累計） 1,175基 2,194基 2,400基

方針３－１ 水循環の環をつくる

水源林の保全・整備や雨水浸透施設の使用により、雨水の地下浸透を進めています。

水質保全対策としては、合併処理浄化槽の設置や維持管理に補助を実施しています。公共下水道の

整備についても推進しており、普及率は63.6％となっています。また、水資源に対する意識高揚のた

め、入間川源流の地を訪ねるツアー、本郷配水場施設等の開放、有間ダム見学、イベントでのパネル

展示などを実施しました。

上流・下流地域の交流の促進については、広域的なＰＲとして清流保全啓発ポスターを募集し、市

庁舎のほか日高市役所に貸出して展示し、清流保全について啓発を行いました。

（１）雨水の地下浸透の促進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 透水性舗装など雨

水浸透施設の普及

を図るとともに、宅

地内の緑化や土壌

面を残すことによ

り、雨水の地下浸

透を進めます。

道路建設課

主要道路整

備推進課

建築課

都市計画課

土地区画整

理事務所

・道路、園路等の雨水を

地下に浸透させる舗装

材の使用や浸透人孔の

設置

・公共施設において浸透

性舗装材を使用

・阿須小久保線（双柳工

区）延長４４３ｍの完成

に伴い、歩道部は全て

透水性舗装を採用

・土地区画整理事務所

において発注した工事３

件について、透水性を有

する街渠施設を設置

・事業を継続

・可能な場所は浸透桝を

設置

② 健全な森林の育成

や維持管理を推進

し、森林の保水力

を高めます。

農林課 ・森の番人による市有林

の整備、各種間伐事業

等により、健全な森林の

育成を実施

・継続して事業を実施 ・森林整備の継続実施に

より、森林の持つ多面的

機能の発揮を図る
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（２）水質保全対策の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 合併処理浄化槽の

普及、維持管理の

促進や啓発活動を

行いながら、生活

排水対策を進めま

す。

環境緑水課 ・合併処理浄化槽の設

置補助、維持管理補助

（平成21年度末、設置

補助件数：102基、維持

管理補助：3,781基）

・広報などによる啓発

・合併処理浄化槽の補

助を継続（設置補助：69

基、維持管理補助：3,885

基）

・広報などによる啓発を

継続

・補助金の見直しを行い、

合併処理浄化槽の設置を

広く普及する（平成24年度

目標：2,400基）

② 公共下水道の整

備、普及を進めると

ともに、適正な維持

管理を行います。

下水道課 ・整備計画に基づく公共

下水道布設工事の実施

（平成21年度末公共下

水道普及率：62.7％）

・浄化センター等の下水

道施設の適切な維持管

理

・継続して事業を実施

（平成22年度末公共下

水道普及率：63.6％）

・浄化センターの再構築

事業を実施

・公共下水道整備・普及事

業を継続実施

・浄化センターの再構築事

業を推進（平成19～24年

度（第１期））

③ 県と協力し、事業所

への立ち入り等、

事業活動に伴う適

正な排水処理に関

する指導を強化し

ます。

環境緑水課 ・水質関連特定施設へ

の立入調査の実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

④ 河川の水質や生物

の調査を継続して

実施します。

環境緑水課 ・河川水質調査（年6回）

及び水生生物調査（年 1

回）を実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

⑤ 水質保全推進の地

域リーダーを養成

し、活動を促進しま

す。

環境緑水課 ・水質保全推進員（30

人）の委嘱及び研修の

実施

・水質保全推進員(30

人）の委嘱及び会議の

開催

・事業を継続

⑥ 水辺環境保全への

協力に関するＰＲを

行います。

商工観光課

環境緑水課

水道業務課

水道工務課

・利用ルールのチラシを

配布し、ごみ持ち帰り等

の啓発を実施

・水道週間等のイベント

開催時にパンフレットの

配布、飯能水の配布・販

売を行ったほか、水源保

全に関する資料、水道

事業の成り立ち等に関

するパネル展示を実施

・利用ルールのチラシを

配布し、ごみ持ち帰り等

の啓発を実施

・入間川源流の地を訪

ねるツアーの実施

・水道週間に本郷配水

場施設等の開放及び有

間ダム見学を実施

・イベントに出店し、水源

保全に関する資料や源

泉の周辺写真等のパネ

ル展示を実施

・事業を継続

⑦ 総合的な生活排水

処理対策について

検討を進めます。

環境緑水課

下水道課

・原市場・名栗清流保全

実施計画策定（平成17

年度）

・飯能市生活排水処理

基本計画の見直し（平成

22年度）

・公共下水道整備済地

区の未接続世帯への水

洗化促進

・飯能市生活排水処理

基本計画の作成

・原市場・名栗清流保全

実施計画（平成23～27

年度）の作成

・公共下水道整備済地

区の未接続世帯への水

洗化促進を継続

・各計画に基づき、合併処

理浄化槽の普及等を進め

る

・水洗化促進活動を継続

実施
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑧ 水源地域周辺の環

境の保全と水質の

維持・改善を図りま

す。

水道業務課

水道工務課

・水道週間等のイベント

開催時にパンフレットの

配布、飯能水の配布・販

売を行ったほか、水源保

全に関する資料、水道

事業の成り立ち等に関

するパネル展示を実施

・入間川源流の地を訪

ねるツアーの実施

・水道週間に本郷配水

場施設等の開放及び有

間ダム見学を実施

・イベントに出店し、水源

保全に関する資料や源

泉の周辺写真等のパネ

ル展示を実施

・事業を継続し、水源保全

の啓発を行う

（３）節水と雨水の有効利用の促進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 水資源に対する意

識を高めるため、

節水や雨水利用な

どに関する啓発活

動を行います。

環境緑水課

水道業務課

水道工務課

・ホームページや広報等

への記事の掲載、ダム・

浄水場見学会時のＰＲを

通じて節水や水源保全

についての啓発を実施

・継続して事業を実施 ・事業を継続

・雨水の有効利用につい

ての検討を行い、啓発を

実施

② 公共施設における

雨水利用を推進し

ます。

関係各課 ・美杉台児童館・保育

所・公民館のトイレの洗

浄用に利用

・花壇の水撒き用等有効

利用

・クリーンセンターにお

いて、場内の散水に利

用

・クリーンセンターにお

いて、散水及び焼却炉

運転用に利用

・既に利用している施設で

の利用を継続

・施設整備等に際して有効

利用を検討

（４）上流・下流地域の交流の促進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 流域自治体と連携

し、排水処理対策

などを行い、入間

川、高麗川の清流

保全を推進します。

環境緑水課 ・埼玉県合併処理浄化

槽普及促進協議会へ加

入し、他市町村と情報を

交換

・継続して事業を実施 ・事業を継続

② 清流保全や森林保

全について、広域

的なＰＲを行い、各

種保全活動への参

加等を呼びかけま

す。

農林課

環境緑水課

水道業務課

・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・埼玉県合併処理浄化

槽普及促進協議会にお

いて他市町村との情報

交換

・清流保全啓発ポスター

の募集

・水道施設見学時のイベ

ントで飯能水の配布、販

売を通じ、清流保全につ

いて市内外に啓発

・森林体験教室の開催

・他市町村との情報交換

を継続

・清流保全啓発ポスター

を募集し、市庁舎のほか

日高市役所に貸出して

展示

・入間川源流の地を訪

ねるツアーの実施

・水道週間に本郷配水

場施設等の開放及び有

間ダム見学を実施

・イベントに出店し、水源

保全に関する資料や源

泉の周辺写真等のパネ

ル展示を実施

・事業を継続

・森林の持つ多面的な機

能や、森林の維持管理の

大切さなどについて、下流

地域を含めた広域的な地

域に対し、情報提供やＰＲ

を実施
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方針３－２ 物質循環の環をつくる

ごみの減量化・再利用を進めるため、「ひとり１日 20 グラムのごみ減量」の周知やリサイクル講

座、施設見学会、リユース品販売会を開催したほか、生ごみ処理機購入費補助や資源再利用奨励補助

を実施しました。また、建設リサイクル法の対象となる建設工事の請負契約の締結に当たり、再資源

化等に要する費用を明記した契約の締結率が100％を達成しました。

浄化センターから排出される脱水ケーキを肥料原料やガス発電として、クリーンセンターから排出

される焼却灰・飛灰をセメント原料として、浄水場から排出される脱水汚泥を改良土として、それぞ

れ有効利用しています。

（１）ごみゼロ社会の構築

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 次期処理施設や最

終処分場などを含

め、ごみゼロ社会

の構築に向けた将

来的な廃棄物処理

のあり方について、

市民・事業者を交

えた検討を進めま

す。

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・廃棄物減量等推進員

説明会、ごみ報告会及

び廃棄物減量等推進審

議会において、次期処

理施設整備の検討状況

及び今後の進め方を説

明

・廃棄物減量等推進員

説明会及びごみ報告会

の開催：年16回

・ごみ処理施設整備市

民委員会の開催：年4回

・建替え計画（案）に対す

る市民意見の募集

・住民説明会の開催：年

3回

・資源循環型社会の形成

推進に即したごみ処理の

あり方を目指し、基本とな

る方針等を確定させ、施設

建設に向けた準備作業を

進める

（２）ごみの減量化・再利用

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市の廃棄物処理に

関する周知を図り、

ごみの分別収集を

推進します。

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・ごみの分別計画を策定

し、「ごみ分別事典」等に

より周知

・ペットボトル、プラスチ

ック類などの分別収集を

開始

・廃棄物減量等推進員

説明会及びごみ報告会

の開催：年20回

・廃棄物減量等推進員

説明会及びごみ報告会

の開催：年16回

・分別計画を策定し、「ご

み分別事典」の定期的な

見直しを行い、ごみの減

量及び資源化を進める

② 生ごみの自家処理

を促進します。

廃棄物対策

課

・生ごみ処理機を購入し

た市民へ補助金を交付

（平成21年度：22基）

・生ごみ処理機購入費

補助事業16基

・事業を継続

③ 古紙回収など資源

の再利用を進める

市民活動などを支

援します。

廃棄物対策

課

・再利用できる有価物を

回収した団体及び集団

回収に協力した業者に

補助金を交付

（平成21年度資源再利

用奨励補助事業：（団

体）延べ227回、（協力

業者）延べ222回）

・資源再利用奨励補助

事業：（団体）延べ242

回、（協力業者）延べ183

回

・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

④ リユース品販売会

の開催など、不用

品の再利用を促進

します。

廃棄物対策

課

・くらしの会主催のフリー

マーケットを開催（平成

18年度まで）

・粗大ごみ等を修理して

市民に販売するリユー

ス品販売会を開催（平成

21年度 12回開催、売却

数720点）

・リユース品販売会を月

１回開催（売却数619

点）

・リユース品販売会を継続

⑤ ごみの減量に関す

る啓発を進め、実

践活動の促進を図

ります。

廃棄物対策

課

関係各課

・３Ｒ推進の啓発

・公民館において、リサ

イクル講座を開催

・平成21年度埼玉県内

40市におけるごみの排

出及び処理の状況につ

いて、リデュース部門

（排出抑制）5位、リサイ

クル部門１位

・年間ごみ総排出量：

23,880ｔ

・「ひとり１日20グラムの

ごみ減量」の周知

・各公民館において、リ

サイクル講座を開催

・事業を継続

⑥ ごみ処理施設等見

学会やイベント開

催を行い、ごみ問

題に関する意識啓

発を進めます。

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・ごみ問題の啓発を含め

た施設見学会等の開催

（平成21年度：社会体験

チャレンジによる職場体

験：4校 20人、施設見学

会：18団体 705人）

・施設見学会等の開催を

継続（社会体験チャレン

ジによる職場体験：3校9

人、施設見学会：17団体

614人、公募による施設

見学会：25人参加）

・施設見学会やリユース品

販売会を通してごみ処理

の状況を市民に知らせ、

ごみ減量の啓発を進める

・３Ｒ推進とごみ問題に関

する啓発活動を継続的に

実施

⑦ ごみ処理の有料化

について検討しま

す。

廃棄物対策

課

・ごみ減量施策の一つと

して家庭ごみの有料化

実施について廃棄物減

量等推進審議会で研究

・継続して研究 ・研究の継続

・排出量に応じた負担を検

討し、ごみの減量を図る

⑧ 小売店等よる包装

や容器の簡素化や

回収を促進します。

商工観光課

環境緑水課

廃棄物対策

課

・商工会議所等を通じて

各小売店舗へ簡易包装

等の促進について協力

依頼

・継続して事業を実施 ・事業を継続

・はんのう市民環境会議

や関係する団体と連携し

活動を広げる

⑨ マイバッグ運動を

推進します。

商工観光課

廃棄物対策

課

各公民館

・エコバックの販売に対

してＰＲ等の支援を実施

・リサイクル講座として、

不要となった傘布を利用

したマイバッグや傘入れ

作りを実施

・公民館だより等により

市民へ呼びかけ

・マイバッグ利用促進運

動を実施

・エコバックの販売に対

してＰＲ等の支援を継続

実施

・各公民館において、リ

サイクル講座を開催

・公民館だよりにより市

民へ呼びかけ

・マイバッグ運動のキャン

ペーン、リサイクル講座

（マイバッグ作り）を継続実

施して推進する

⑩ 事業系廃棄物処理

に対する周知を図

ります。

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・ごみの適正処理を指導

し、ごみ分別・ごみ減量

の啓発を実施

・事業系搬入ごみの内

容物検査を実施し、事業

者にごみの分別とリサイ

クルの徹底を指導

・市内の事業所を訪問

し、機密文書とオフィス

ペーパーのリサイクルを

依頼

・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑪ 廃棄物処理法や各

リサイクル法などに

基づき、事業者の

リサイクルへの取り

組みを促進します。

契約検査課

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

・工事内容を確認し、建

設リサイクル法に基づい

た契約を履行

・広報はんのう等によ

り、各リサイクル法につ

いて周知

・建設リサイクル法に関

係する工事について、再

資源化等に要する費用

を明記した契約締結率

100％を達成

・広報はんのう等によ

り、各リサイクル法につ

いて周知

・建設リサイクル法に基づ

き、対象となる建設工事の

請負契約の締結に当た

り、再資源化等に要する

費用を明記することを義務

付ける

・事業者へごみ減量・資源

ごみのリサイクル促進を

啓発していく

（３）環境にやさしい消費生活の普及

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 環境に配慮した暮

らしのアイデアなど

を収集し、広報など

で情報提供します。

環境緑水課 ・家庭でできる身近な省

エネ活動についての記

事を広報等へ掲載

・エコライフデー実施時

に寄せられたアイデアを

はんのう市民環境会議

会報やホームページで

紹介

・エコライフＤＡＹ実施時

に寄せられたアイデアを

広報、はんのう市民環

境会議会報やホームペ

ージで紹介

・啓発を定期的に実施する

② 庁内において、環

境にやさしい商品

等の購入（グリーン

購入）を優先的に

行います。

関係各課 ・消耗品、備品等の購入

時に環境に配慮した物

品を選定

・グリーン購入を継続

・学校現場については、

訪問を行い、消耗品の

管理状況等を把握

・継続して取組み、グリー

ン購入率を向上させる

③ 市民や事業者に対

し、グリーン購入の

ＰＲを行います。

環境緑水課

生活安全課

・広報への記事掲載等

でＰＲ

・くらしの会会報にＰＲ記

事を掲載

・くらしの会会報にグリー

ン家電購入についての

記事を掲載

・消費者団体を通じＰＲを

図る

・はんのう市民環境会議と

連携し、活動を広げる

④ 有機農業などによ

る地場産農産物の

地域内消費の促進

を図ります。

農林課

学校教育課

子ども家庭

課

・学校給食に地場産の

米、野菜などを使用

・地場産物の活用の意

義や食の指導等におけ

る「食に関する指導の手

引き」を各学校に配付

・親子を対象とした応援

団農場を毎月開催し、地

産地消活動を実施

・学校給食に地場産物

のキウイフルーツを初め

て使用

・親子を対象とした応援

団農場を毎月開催し、地

産地消活動を実施

・継続して取組み、地産地

消の促進を図る

（４）資源としての有効利用

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 有機農法など、環

境を重視した農業

を奨励します。

農林課 ・環境にやさしい農業を

営む農家に対し県が認

定するエコファーマーの

登録を推奨（平成21年

度末登録者数：24人）

・エコファーマー登録者

数：24人

・事業を継続



32

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 生ごみや下水汚泥

などは、有機質の

堆肥化やメタン発

酵などの資源化を

進めるとともに、資

源物の利用を促進

します。

クリーンセン

ター

廃棄物対策

課

下水道課

・家庭での生ごみ処理器

による堆肥化を推進

・環境センター及び浄化

センターから排出される

脱水ケーキの一部を肥

料原料として再利用

・家庭での生ごみ処理器

による堆肥化を推進（生

ごみ処理機購入費補助

事業：16基）

・浄化センターから排出

される脱水ケーキのう

ち、約 174ｔを市民へ配

布、約1,164ｔを処分場で

肥料化、約416ｔをガス発

電化

・事業を継続

③ 焼却灰、脱水汚泥

をセメントの原料や

建設資材として有

効に活用します。

クリーンセン

ター

水道工務課

下水道課

・クリーンセンターから排

出される焼却灰・飛灰を

セメント原料として再利

用

・浄化センターから排出

される脱水ケーキの一

部をセメント原料として

再利用

・浄水場から排出される

脱水汚泥を改良土として

有効利用

・クリーンセンターから排

出される焼却灰・飛灰を

セメント原料として、廃ガ

ラスを地盤改良材として

有効利用

・浄化センターから排出

される脱水ケーキ約701

ｔをセメント原料として処

分場へ運搬

・浄水場から排出される

脱水汚泥を改良土として

有効利用

・事業を継続
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方針３－３ 地球にやさしいまちをつくる

省エネルギーに関する意識啓発のため、県が実施しているエコライフＤＡＹ事業に平成17年度から

参加し、平成22年度は昨年度を大幅に上回る14,017人が二酸化炭素削減に取り組みました。

環境にやさしいエネルギーについては、ペレットストーブ設置補助を継続実施しているほか、新た

に住宅用太陽光発電システム設置補助制度を創設し、普及を推進しています。

地球温暖化防止に向けた取り組みとして、市庁舎や公民館等において省エネ機器の導入及びエネル

ギー使用量の削減に取り組んでいるほか、緑のカーテンづくりを実施しています。また、地球温暖化

対策実行計画に係る実績の集計及び検証を行いました。

（１）省エネルギーの推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 公共施設における

省エネ機器の導入

の推進を図ります。

関係各課 ・備品等の購入時には

省エネ機器を購入し、施

設の更新時には省エネ

機器への転換を実施

（自動点滅照明、自動水

栓の設置等）

・南高麗小改修工事に

おいて、空調機や一部

照明器具の省エネ機器

への転換を設計

・事業を継続

・小・中学校校舎大規模改

修等の際に省エネ設備導

入を推進

② 日常生活において

省エネ・省資源の

効果を分かりやすく

確認できる仕組み

の普及を図ります。

環境緑水課 ・埼玉県作成の環境家

計簿の市民への普及を

推進

・平成17年度からエコラ

イフＤＡＹ事業に参加（平

成21年度：夏3,841人

冬：4,280人）

・エコライフＤＡＹ事業に

参加し、参加者数は夏・

冬ともに昨年より増加

（夏：5,895人、冬：8,152

人）

・エコライフＤＡＹ事業に継

続して参加し、参加者の増

加を図る

③ 市民・事業者に対

し、省エネ・省資源

の意識啓発を図り

ます。

環境緑水課 ・広報等による啓発を実

施

・広報等でエコライフＤＡ

ＹやＣＯ２削減/ライトダウ

ンキャンペーンへの参

加を呼びかけ

・事業を継続し、定期的に

啓発を実施

（２）未利用エネルギーの利用推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① バイオマスエネル

ギーの活用、太陽

光発電や太陽熱利

用、燃料電池など、

クリーンで環境に

やさしいエネルギ

ーの利用を推進し

ます。

農林課

環境緑水課

・新エネルギーや未利用

エネルギーの活用につ

いての情報を収集し、新

規施設建設時等の活用

を推奨

・ペレットストーブの設置

に対する補助を実施

・住宅用太陽光発電シス

テム設置補助制度を創

設（平成22年度：99件）

・ペレットストーブの設置

に対する補助を継続実

施（平成22年度：10台）

・住宅用太陽光発電シス

テム設置補助制度により、

普及促進を図る

・木質バイオマスの利用促

進を図る

② 公共施設におい

て、太陽光や太陽

熱などの利用を進

めます。

関係各課 ・公園内の時計及び照

明に太陽光を利用

・既存施設は利用継続

・図書館建設にあたっ

て、太陽光パネル設置

を検討

・既存施設での利用を継

続

・施設建設、改修時等に設

置を検討
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

③ 市民や事業者に対

し、太陽光や太陽

熱などの利用につ

いて、啓発・ＰＲを

行います。

環境緑水課 ・太陽光発電システム等

の国庫補助制度につい

て広報により周知

・住宅用太陽光発電シス

テム設置補助制度を創

設（平成22年度：99件）

・住宅用太陽光発電シス

テム設置補助制度等を広

報などで情報提供し、普及

を図る

④ ごみ処理エネルギ

ーの有効利用につ

いて検討します。

廃棄物対策

課

・資源循環型社会の形

成推進に即したごみ処

理のあり方を目指す中

で検討に着手

・継続して検討 ・検討を継続し、方向性を

決定する

（３）環境にやさしい交通体系の展開

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 事業者などの関係

機関と協議しなが

ら、公共交通機関

の充実を図ります。

生活安全課 ・沿線市町と連携し、ＪＲ

八高線、川越線の整備、

複線化、電車化を鉄道

事業者に要望

・継続して要望 ・要望を継続

② 中山間地域等にお

ける公共交通を充

実させるため、バス

交通に対し補助を

行います。

生活安全課 ・バス路線確保対策費

補助を実施

・2路線に補助を実施し

たほか、平成23年度か

ら新たに1路線補助金を

交付することとし、補助

金交付要領を策定

・事業を継続

③ 利用者が使いやす

いバス交通を整備

するため、ノンステ

ップバスの導入を

促進します。

生活安全課 ・ノンステップバスを導入

するバス事業者に購入

費補助を実施

・事業者の要望なし ・事業者の要望に基づき

実施

④ 自転車の利便性を

高めるため、自転

車駐車場の整備を

促進します。

生活安全課 ・検討 ・継続して検討 ・検討

（４）森林の公益的機能の発揮

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 水源かん養や災害

の防止、地球温暖

化の防止など、森

林の多様な公益的

機能の維持・増進

を図ります。

農林課 ・森の番人による市有林

の整備、各種間伐事業

を実施し、健全な森林を

造成

・継続して事業を実施 ・継続して森林整備を行う

ことにより、森林の持つ多

面的機能の発揮を図る
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（５）地球環境の保全

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 地球環境の保全、

地球温暖化の防止

に向けた総合的な

取り組みを促進し

ます。

環境緑水課

関係各課

・地球温暖化対策実行

計画の策定

・各施設で、緑のカーテ

ンづくりや水銀灯の高効

率メタルハライドランプ

への交換等を実施

・地球温暖化対策実行

計画に係る実績の集計

及び検証を実施

・クリーンセンターにお

いて、省エネ機器の導

入及び使用量の削減に

より、毎月の電力量平成

16年度比20％以上削減

を維持

・市庁舎や公民館等に

おいて、緑のカーテンづ

くりを実施

・地球温暖化対策実行計

画等の施策の推進
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環境目標４ より良い環境のために行動するまち

＜基本方針－４＞ 協働型社会をつくる

環 境 指 標
当初策定時

（平成13年度）

平成22年度末

現在

平成24年度までの

目標

環境に関する講座の開催件数 年2講座 年9講座 年5講座以上

庁用車への低公害車導入数 9台 31台※ 13台※

こどもエコクラブ登録数 0団体 9団体
14 団体以上（各小学

校１団体以上）

環境に関する報告書の作成
4年毎 毎年

毎年度作成する
（平成11年度） （平成21年度）

はんのう市民環境会議会員数 ―
400人

（団体を含む）
現況値よりも増やす

※「庁用車への低公害車導入数」の低排出ガス認定車については平成17年排出ガス基準に対応した台数。「当初策定時（平成13年

度）」は、平成12年排出ガス基準に対応した台数。

方針４－１ 環境にやさしい人を育てる

環境学習の充実を図るため、駿河台大学公開講座「市民の大学」や公民館等において環境に関する

講座を開催しています。また、自然を生かした体験の場として、あけぼの子どもの森公園や森のよう

ちえんなどを整備・管理しているほか、夏休み親子水辺教室、遊休農地における農業体験教室などを

実施しています。

学校においては、森林体験教室、ウグイの放流体験、ごみ・下水処理施設等見学会等の実施、学校

ファームの設置、農作物苗の配布などにより、環境教育を推進しています。また、加治東小学校にお

いては、太陽光発電を利用したビオトープを再整備しました。

（１）体験の場の確保

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市民・事業者との

協力や広域的な連

携により、森林や

清流の保全・維持

管理を進め、自然

体験ができる場所

を守ります。

商工観光課

農林課

環境緑水課

都市計画課

・観光協会、青少年育成

飯能市民会議、地元自

治会等により夏場の週

末夜間に飯能河原でパ

トロールを実施

・森林体験教室、講演

会、シンポジウムの開催

・森の番人による学生や

ボランティア等への指

導、支援を実施

・はんのう市民環境会議

との連携により天覧入谷

津田の再生・活用事業を

実施

・あけぼの子どもの森公

園の施設の改修を実施

・飯能河原のパトロール

を継続実施

・森林体験教室の開催

・森の番人による指導、

支援を継続実施

・天覧入谷津田の再生・

活用事業において、現

地作業を9回、イベント

を 1回実施し、田植えや

稲刈り、きのこのほだ木

づくりなどを実施

・あけぼの子どもの森公

園の施設の改修を実施

・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

② 落ち葉の堆肥化や

雑木による炭づくり

など、市民が里山

の恵みに親しめる

よう、里山を利用し

やすい仕組みづく

りを推進します。

農林課

環境緑水課

・森林体験教室において

間伐体験、間伐木を利

用した炭焼きの実施

・はんのう市民環境会議

との協働による天覧入

谷津田の再生・活用事

業を実施

・森林体験教室を継続実

施

・天覧入谷津田の再生・

活用事業において、現

地作業を9回、イベント

を 1回実施し、田植えや

稲刈り、きのこのほだ木

づくりなどを実施

・森林啓発事業として体験

教室を継続実施

・天覧入谷津田の再生・活

用事業を継続

③ 森林管理や河川清

掃、公園の管理な

ど、市民の体験の

場となるボランティ

ア活動を支援しま

す。

市民参加推

進課

商工観光課

農林課

環境緑水課

子ども家庭

課

都市計画課

各公民館

・ボラネット飯能により情

報を提供

・飯能河原の環境を守る

キャンペーン活動を実施

・森林ボランティア入門

講座、体験講座などを開

催

・森林ボランティアグル

ープによる市有林管理

及び森の番人による支

援

・河川清掃実施自治会

への補助（平成21年度：

90件）

・ボランティアとの協働

による森のようちえん整

備作業を実施

・公園美化活動団体へ

の支援

・彩の国ボランティア体

験プログラムにおいて、

森づくりの体験プログラ

ムを実施

・飯能河原の環境を守る

キャンペーン活動を実施

・森林ボランティアグル

ープによる市有林管理と

森の番人による支援

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成22年度：99件）

・森のようちえん整備作

業を継続実施

・公園美化活動団体へ

の支援を継続

・事業を継続

④ 自然の大切さを体

験できる場としてビ

オトープを整備しま

す。

都市計画課

学校教育課

・阿須運動公園東側、中

央公園内及び小学校3

校（加治東、東吾野、美

杉台）に整備

・富士見小学校におい

て、生き物観察等の構

想計画を立案、ＰＴＡの

奉仕作業などを実施

・環境教育推進委員会

及び理科主任会で担当

教職員へ周知

・加治東小学校におい

て、太陽光発電を利用し

たビオトープを再整備

・新規の公園整備に際して

検討

・整備を希望する学校へ

支援

⑤ 市内の良好な自然

に関する情報を収

集・提供するととも

に、森林インストラ

クターなどを活用

し、市民の自然との

ふれあいを充実さ

せます。

農林課

環境緑水課

・森林ボランティアグル

ープによる市有林の管

理を実施

・はんのう市民環境会議

との協働により自然観察

会やマップづくりなどを

実施

・継続して実施 ・事業を継続

⑥ 山間地の定住環境

の整備とともに、体

験・レクリエーション

環境の整備を促進

します。

政策企画課

農林課

・山間地域振興計画に

基づき、花木の植栽事

業や名所・回遊コース整

備事業、地域資源の活

用事業、特産品開発事

業等の収益事業への支

援

・4回の事業募集・採択

により、19事業を11団

体に支援（延べ454人に

より実施）

・山間地域振興事業を促

進し、山間地域の５地区で

行われている、地域住民

の積極的な事業活動によ

る活気に満ちたコミュニテ

ィづくりと、心豊かな地域

づくりを進める
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

⑦ 森のようちえんや

あけぼの子どもの

森公園、身近な里

山、遊休農地、河

川などの自然を生

かした体験の場を

提供します。

農林課

環境緑水課

子ども家庭

課

・森林体験教室の開催

・夏休み親子水辺教室

の開催

・はんのう市民環境会議

との連携により、天覧入

谷津田の再生・活用事

業を実施

・森のようちえんにおい

て、定例作業のほか、自

然環境を活用した「四季

のイベント」を開催

・あけぼの子どもの森公

園において、プレイリー

ダーを中心に自然と触

れ合うイベントを実施

・森林体験教室の開催

・夏休み親子水辺教室

の開催

・遊休農地において「自

産自消を体験しよう！」

を開催

・天覧入谷津田の再生・

活用事業において、現

地作業を9回、イベント

を 1回実施し、田植えや

稲刈り、きのこのほだ木

づくりなどを実施

・森のようちえんにおい

て、定例作業のほか、自

然環境を活用した「四季

のイベント」を開催

・あけぼの子どもの森公

園において、イベントを

継続実施

・森林体験教室における

間伐・炭焼き・きのこのほ

だ木づくりの実施

・夏休み親子水辺教室事

業を継続

・遊休農地を活用した体験

の場の充実を図る

・はんのう市民環境会議と

の連携により天覧入谷津

田の再生・活用事業を実

施

・身近な里山などの自然

環境を活用し、心身ともに

豊かな情操教育の一環と

して体験活動の場（森のよ

うちえん、あけぼの子ども

の森公園）の充実を図る

（２）学校教育、生涯学習における環境教育、環境学習の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 小学生を対象とし

た魚の放流体験を

通し、川への関心

や清流保全に対す

る意識の高揚を図

ります。

環境緑水課 ・水辺環境保全事業とし

てウグイの放流体験を

実施（年２校）

・継続して事業を実施 ・事業を継続

② 学校教育におい

て、農林業体験を

進め、子どもたちの

森林保全や農林業

に対する理解を深

めます。

農林課

学校教育課

・学習林活用教育推進

事業の全体計画、年間

計画を作成し、各校の特

色を生かした森林体験

を実施

・小学校において収穫体

験や種子・苗の配布を

実施

・小中学校への学校ファ

ームの設置

・学習林活用フォーラム

を開催し、各校の取組の

共有と今後の農林業体

験の方向性について確

認

・小中学校へのサツマイ

モ苗等の配布を実施

・学校ファームの設置を

継続

・学校ファームで収穫さ

れた農産物の展示

・各種事業を実施し、市

民、学生等の理解を深め

る

・農林業関係者と学校との

連携を図り、森林について

体験的に学ぶ学習を教育

課程に位置づけて実施す

る
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

③ 森林・林業に関す

る講座、体験教室

や自然観察会等の

開催、エコツアーを

通じて、市民が森

林や林業をはじ

め、自然について

理解を深める機会

をつくります。

農林課

環境緑水課

エコツーリズ

ム推進室

生涯学習課

各公民館

・森林体験教室や講演

会、シンポジウムの開催

・親子水辺教室を実施

し、河川の水質検査や

有間ダム見学などにより

水の大切さを啓発

・里地・里山、森林エコツ

アー（平成21年度：34

回）やツアーガイド養成

講座の開催

・「彩・ふるさと喜樂学」

において、環境に関する

講話を実施

・公民館において、環境

に関する講座や木工教

室等の開催

・森林体験教室の開催

・夏休み親子水辺教室

の開催

・里地・里山、森林エコツ

アー（平成22年度：41

回）やツアーガイド養成

講座の開催

・駿河台大学公開講座

「市民の大学」におい

て、講話「地球温暖化」

を実施

・「水辺の生き物観察会」

や「夏の星空観望会」、

「ふるさとウォーク」、木

工教室等の講座を公民

館等で開催

・各種事業を継続推進し、

市民、学生等の理解を深

める

・エコツアーの実施により

機会を提供する

・駿河台大学公開講座に

おいて自然関係の講座を

開催する

④ ごみ・下水処理施

設等見学会やイベ

ント開催を行い、廃

棄物問題に関する

意識啓発を進めま

す。

廃棄物対策

課

クリーンセン

ター

下水道課

・ごみ問題の啓発を含め

た施設見学会等の開催

（平成21年度：社会体験

チャレンジによる職場体

験：4校 20人、施設見学

会：18団体 705人）

・粗大ごみ等を修理して

市民に販売するリユー

ス品販売会の実施（平

成21年度 12回開催、

720点を売却）

・ごみ収集車に描く絵の

募集

・浄化センター施設見学

会の実施（平成21年度：

15回、約 500人参加）

・ごみ処理施設見学会

等の開催を継続（社会体

験チャレンジによる職場

体験：3校 9人、施設見

学会：17団体614人、公

募による施設見学会：25

人参加）

・リユース品販売会を月

１回開催（619点を売却）

・浄化センター施設見学

会等を実施（12回、約

430人参加）

・事業を継続し、３Ｒの推

進とごみ減量の啓発を進

める

⑤ こどもエコクラブの

推進支援など、学

校における環境教

育の場づくりを進め

ます。

環境緑水課

学校教育課

・こどもエコクラブの活動

支援

・環境学習用品の給付

・ウグイ放流体験の実施

・こどもエコクラブの活動

支援、環境学習用品の

給付、ウグイ放流体験

事業を継続して実施

・事業を継続

・こどもエコクラブの活動を

各学校に周知し、各学校

の取り組みを推進

⑥ 環境教育副読本を

活用するなど、学

校における環境教

育の充実を図りま

す。

学校教育課 ・環境教育の計画や副

読本の活用法など、各

学校の取組について情

報交換を実施

・エコライフＤＡＹ事業に

各校参加

・教職員の身近な環境に

対する意識を向上させ

るため、教職員対象の

エコツアーを実施

・エコライフＤＡＹ事業へ

の参加を継続

・教職員対象のエコツア

ーを継続実施

・事業を継続
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（３）環境配慮行動の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 市の施策や日常業

務において、

ISO14001に基づい

た環境配慮行動を

推進します。

環境緑水課

関係各課

・ＩＳＯ14001推進により

環境マネジメントシステ

ムを運用し、環境配慮を

実行

・環境マネジメントシステ

ムの運用を継続し、他市

との協働監査や ISOか

わら版の発行等を実施

・学校現場については、

訪問を実施し消耗品の

管理状況等を把握

・環境マネジメントシステ

ムの活動内容、適用範囲

など改善を加えながら継

続して実施

② 庁用車への低公害

車の導入を積極的

に推進します。

管財課

関係各課

・車両の新規購入時は、

ハイブリッド自動車、軽

自動車等を優先（平成

21年度末低公害車導入

数：27台）

・平成22年度末低公害

車導入数：31台

・事業を継続

③ 市民が実践してい

る環境に配慮した

暮らしのアイデアな

どを募集し、広報な

どで紹介します。

環境緑水課 ・エコライフＤＡＹ実施時

に寄せられたアイデア

を、はんのう市民環境会

議会報やホームページ

で紹介

・エコライフＤＡＹ実施時

に寄せられたアイデアを

広報、はんのう市民環

境会議会報やホームペ

ージで紹介

・広報への掲載をはじめ、

はんのう市民環境会議と

連携し、啓発活動を実施

④ マイバッグの持参、

グリーン購入、アイ

ドリングストップな

ど、環境保全のた

めの活動について

意識啓発を行いま

す。

環境緑水課

廃棄物対策

課

・広報による啓発

・マイバッグ運動推進事

業として大型店舗でのチ

ラシ配布等のキャンペー

ンを実施

・飯能市開発指導要綱

に基づく事前協議にお

いてアイドリングストップ

を周知

・継続して事業を実施 ・事業を継続

・はんのう市民環境会議と

連携し、啓発活動を実施

（４）環境マネジメントシステムの普及

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① ISO14001に基づ

き、庁内における

環境配慮の状況を

定期的にチェック

し、継続的に改善し

ます。

環境緑水課 ・ＩＳＯ14001推進により

環境マネジメントシステ

ムを運用し、環境配慮を

実行

・環境マネジメントシステ

ムの運用を継続し、他市

との協働監査や ISOか

わら版の発行等を実施

・環境マネジメントシステ

ムを改善しながら活動を

継続

② 日常生活における

省エネ・省資源の

効果を分かりやすく

確認できる仕組み

を活用し、自己チェ

ックによる環境へ

の意識啓発を行い

ます。

環境緑水課 ・エコライフＤＡＹ事業に

参加し、二酸化炭素排

出量を抑制する行動を

啓発（平成21年度：夏

3,841人、冬4,280人参

加）

・エコライフＤＡＹ事業に

参加し、参加者数は夏・

冬ともに昨年より増加

（夏：5,895人、冬：8,152

人）

・エコライフＤＡＹ事業につ

いて、はんのう市民環境

会議を中心に活動を進

め、取組みを拡大させる

③ 事業者による事業

活動への環境マネ

ジメントシステムの

導入を促進します。

環境緑水課 ・事業者による環境マネ

ジメントシステムの活動

を支援

・継続して支援 ・法令等の内容や規制基

準等を説明するなど、事業

者のＥＭＳ活動を支援して

いく
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方針４－２ 活動の環を広げる

市民、事業者、行政の協働型事業の実践として、地区別まちづくり計画に基づく事業を推進してい

ます。また、環境基本計画の推進組織である、はんのう市民環境会議の活動を通じ、市民、事業者、

行政の連携を進めています。はんのう市民環境会議をはじめ、環境保全に取り組む市民や事業者、ボ

ランティアグループなどの活動を支援し、協働を実践しています。

近隣市との連携では、埼玉県西部地域まちづくり協議会（ダイアプラン）４市合同により、内部環

境監査員養成研修や歩きたばこ防止キャンペーン等を実施しました。

（１）協働型事業の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 地区別まちづくり計

画の実践を通した

市民、事業者、行

政の連携の仕組み

づくりを進めます。

市民参加推

進課

・地区別まちづくり計画

に基づき各種事業を推

進（8地区で実施）

・地区別まちづくり推進

委員会について、組織

の見直しを実施

・平成23年度～平成27

年度の地区別まちづくり

計画を各地区まちづくり

推進委員会に作成して

もらい、飯能市まちづくり

計画書を完成

・事業を継続

② はんのう市民環境

会議の活動を通

じ、市民や事業者と

連携した環境基本

計画の推進組織づ

くりを進めます。

環境緑水課 ・平成15年度に、はん

のう市民環境会議を設

立し、運営及び活動を支

援（平成21年度末会員

数：390人）

・継続して事業を実施

（平成22年度末会員数：

400人）

・市民、企業、行政が連携

した組織により自然環境、

生活環境、地球環境の各

施策の推進に取組む

③ 山間地域振興計画

に基づき、魅力あ

る地域づくりを促進

します。

政策企画課

関係各課

・山間地域の5地区にお

いて、景観整備や景観

間伐をはじめ、農産物の

商品化など地域特性を

生かした事業活動の実

施。

・4回の事業募集・採択

により、19事業を11団

体に支援（延べ454人に

より実施）

・山間地域振興事業を促

進する

（２）市民、事業者の活動への支援

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 環境保全に取り組

む地域住民やボラ

ンティアグループの

活動を支援します。

市民参加推

進課

環境緑水課

エコツーリズ

ム推進室

・ボランティアネット飯能

登録団体への広報の支

援、情報交換の場の提

供

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成21年度：90件）

・はんのう市民環境会議

への支援

・エコツアー実施団体等

への支援・協力（エコツ

アー新規実施者へ交付

金の交付：平成17～21

年度に 31団体）

・彩の国ボランティア体

験プログラムを実施し、

環境保全の体験プログ

ラムを実施

・河川清掃を実施した自

治会への補助金交付

（平成22年度：99件）

・はんのう市民環境会議

への支援を継続

・エコツアー新規実施者

へ交付金の交付

（平成22年度4団体）

・事業を継続

・各団体の自主的な運営

や活動を促す

② 地区別まちづくり推

進委員会の活動を

支援します。

市民参加推

進課

関係各課

・地区別まちづくり計画

に基づき実施する事業

活動に補助金を交付

・継続して事業を実施 ・事業を継続
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環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

③ はんのう市民環境

会議の活動を支援

します。

環境緑水課 ・はんのう市民環境会議

を支援し、協力体制を実

践

・継続して支援 ・事業を継続し、協力体制

を確立していく

④ 山間地域振興計画

に基づき、魅力あ

る地域づくりを促進

します。

政策企画課

関係各課

・山間地域の5地区にお

いて、景観整備や景観

間伐をはじめ、農産物の

商品化など地域特性を

生かした事業活動の実

施

・4回の事業募集・採択

により、19事業を11団

体に支援（延べ454人に

より実施）

・山間地域振興事業を促

進する

⑤ 市民による道路の

美化活動を促進

し、市民が公共施

設の維持・管理に

関わる仕組みをつ

くります。

市民参加推

進課

道路建設課

・ボラネット飯能により情

報を提供

・道路維持管理事業に

おいて、市民による道路

美化活動の啓発を行

い、実施する団体を募集

（平成21年度末現在18

団体が登録済み）

・道路美化活動のボラン

ティア団体へ軍手、ほう

き、ごみ袋のほか、花の

種を配布

・道路美化活動のボラン

ティアに2団体が新規登

録

・事業を継続し、拡充する

（３）情報交流の推進

環 境 施 策 担当部署
平成21年度までの

実施状況

平成22年度の

主な実施状況

平成24年度までに

目指す方向

① 環境の現状や行政

の環境への取り組

み状況などについ

て公表します。

環境緑水課 ・市ホームページを活用

し、市民、事業者、行政

の連携により設立したは

んのう市民環境会議に

おける環境への取り組

みを公表

・環境審議会において、

環境の状況及び環境施

策の実施状況等を公表

・継続して事業を実施 ・公表を継続し、取組みへ

の参加者の増加と活動の

充実を図る

・環境の状況及び環境施

策の実施状況等を公表

② 市の広報紙やホー

ムページ等へ、環

境に関する情報を

掲載します。

環境緑水課 ・ホームページへ環境の

状況及び環境施策の実

施状況等を掲載

・広報掲載などにより環

境月間事業、各種イベン

ト等の情報を提供

・継続して事業を実施 ・定期的に情報の掲載を

実施

③ はんのう市民環境

会議などを通して、

市民・事業者・行政

の情報交換や意見

交換を推進します。

環境緑水課 ・市民、事業者、行政の

連携により設立したはん

のう市民環境会議にお

いて、運営委員会や専

門部会を定期的に開催

し、情報交換や意見交

換を継続的に実施

・意見交換の場として部

会合同会議を毎月開催

・活動報告や活動予定

等をホームページに掲

載

・事業を継続

・事業者の活動などを広報

やホームページを活用し、

広く周知する

④ 近隣自治体との連

携を強め、環境に

関する情報交換を

行います。

環境緑水課 ・県事務研究会への参

加

・埼玉県西部地域まちづ

くり協議会（ダイアプラ

ン）環境部会において、

構成する所沢市、狭山

市、入間市との間で情報

交換、協働事業を実施

・継続して情報交換を実

施

・ダイアプラン環境部会

において、内部環境監

査員養成研修や歩きた

ばこ防止キャンペーン等

の実施

・ＩＳＯ１４００１の協働内部

環境監査をはじめ、ダイア

プラン環境部会での取り

組みを進めていく
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 単位 ： mg／ℓ

種 ゴルフ場
本市の

類 項目 指針値 6.3 11.4 6.3 11.4 6.3 11.4 6.3 11.4

ｱｾﾌｪｰﾄ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
殺 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.04 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.005 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

虫 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.025 ※ ※ ※ 0.0005 ※ ※ ※ ※
ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

剤 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.015 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 2.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

殺 ｲﾐノｸﾀｼﾞﾝ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｵｷｼﾝ銅 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｷｬﾌﾟﾀﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

菌 ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾁｳﾗﾑ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾄルｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 1.0 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

剤 ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 0.2 ※ ※ 0.0004 ※ 0.0008 ※ ※ ※
ﾎｾﾁﾙ 11.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾎﾟﾘｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾒﾀﾗｷｼﾙ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 0.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

ｱｼｭﾗﾑ 1.0 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｼﾞﾁｵﾋﾟﾙ 0.04 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ｼﾃﾞｭﾛﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

除 ｼﾏｼﾞﾝ 0.015 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾃﾙﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.1 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

草 ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 0.1 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.04 ※ ※ ※ 0.0045 ※ ※ ※ ※
ﾍﾞﾝｽﾘﾄﾞ 0.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

剤 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾒｺﾌﾟﾛｯﾌﾟ 0.025 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※
ﾒﾁﾙﾀﾞｲﾑﾛﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

備考 ： 「※」は、定量下限値未満
指針値は、飯能市環境保全条例施行規則第４０条に定める水質指針値

市内ゴルフ場における農薬調査結果
平成２２年度

久邇
カントリークラブ

飯能グリーン
カントリークラブ

飯能ゴルフ倶楽部
武蔵丘

ゴルフコース
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 単位 ： mg／ℓ

種 ゴルフ場
本市の

本市の
類 項目 指針値 6.3 11.4 6.3 11.4 6.3 11.4 指針値 6.3 11.4

ｱｾﾌｪｰﾄ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.08 ※ ※
殺 ｲｿｷｻﾁｵﾝ 0.04 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.008 ※ ※

ｲｿﾌｪﾝﾎｽ 0.005 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.001 ※ ※
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.08 ※ ※

虫 ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.004 ※ ※
ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ 0.025 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.005 ※ ※
ﾁｵｼﾞｶﾙﾌﾞ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.08 ※ ※

剤 ﾄﾘｸﾛﾙﾎﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※
ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵﾝ 0.01 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.002 ※ ※
ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ 0.015 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.003 ※ ※
ｱｿﾞｷｼｽﾄﾛﾋﾞﾝ 2.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.5 ※ ※
ｲｿﾌﾟﾛﾁｵﾗﾝ 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.04 ※ ※
ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.3 ※ ※

殺 ｲﾐｼノｸﾀｼﾞﾝ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.006 ※ ※
ｴﾄﾘｼﾞｱｿﾞｰﾙ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.004 ※ ※
ｵｷｼﾝ銅 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.04 ※ ※
ｷｬﾌﾟﾀﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.3 ※ ※
ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.04 ※ ※

菌 ｸﾛﾛﾈﾌﾞ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.05 ※ ※
ﾁｳﾗﾑ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.006 ※ ※
ﾄﾙｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.08 ※ ※
ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ 1.0 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.2 ※ ※
ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.05 ※ ※

剤 ﾍﾟﾝｼｸﾛﾝ 0.2 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.04 0.0005 ※
ﾎｾﾁﾙ 11.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 2.3 ※ ※
ﾎﾟﾘｶｰﾊﾞﾒｰﾄ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※
ﾒﾀﾗｷｼﾙ 0.25 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.05 ※ ※
ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ 0.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.1 ※ ※
ｱｼｭﾗﾑ 1.0 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.2 ※ ※
ｼﾞﾁｵﾋﾟﾙ 0.04 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.008 ※ ※
ｼﾃﾞｭﾛﾝ 1.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.3 ※ ※

除 ｼﾏｼﾞﾝ 0.015 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.003 ※ ※
ﾃﾙﾌﾞｶﾙﾌﾞ 0.1 0.0001 ※ ※ ※ ※ ※ 0.02 ※ ※
ﾄﾘｸﾛﾋﾟﾙ 0.03 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.006 ※ ※
ﾅﾌﾟﾛﾊﾟﾐﾄﾞ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※
ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※

草 ﾋﾟﾘﾌﾞﾁｶﾙﾌﾞ 0.1 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.02 ※ ※
ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 0.02 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.004 ※ ※
ﾌﾗｻﾞｽﾙﾌﾛﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※
ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ 0.04 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.008 ※ 0.0012
ﾍﾞﾝｽﾘﾄﾞ 0.5 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.1 ※ ※

剤 ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ 0.25 ※ ※ 0.0001 ※ ※ ※ 0.05 ※ ※
ﾍﾞﾝﾌﾙﾗﾘﾝ 0.4 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.08 ※ ※
ﾒｺﾌﾟﾛｯﾌﾟ 0.025 ※ ※ 0.0006 ※ ※ ※ 0.005 ※ ※
ﾒﾁﾙﾀﾞｲﾑﾛﾝ 0.15 ※ ※ ※ ※ ※ ※ 0.03 ※ ※

備考 ： 「※」は、定量下限値未満
指針値は、飯能市環境保全条例施行規則第４０条に定める水質指針値
(但し、新武蔵丘は、１／５）

市内ゴルフ場における農薬調査結果
平成２２年度

飯能パーク
カントリークラブ

東都飯能
カントリークラブ

飯能くすの樹
カントリー倶楽部

新武蔵丘
ゴルフコース
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測定地点・車線数 昼間 夜間 昼間 夜間

区域の区分 70 65 75 70 大型 小型 二輪 小計 合計

下加治354・２車線

Ｂ 地 域

双柳373・２車線

Ｂ 地 域

双柳782・２車線

Ｃ 地 域

阿須130・２車線

Ｂ 地 域

八幡町13・２車線

Ｃ 地 域

川寺627・２車線

Ｃ 地 域

青木37・２車線

Ｂ 地 域

永田539-1・２車線

Ｂ 地 域

測定地点・車線数 昼間 夜間 昼間 夜間
区域の区分 ６５ ６０ ７５ ７０ 大型 小型 二輪 小計 合計

飯能1344・２車線

Ｂ 地 域

63

4 94

6 51 1 58

2 41 2 45

6 84

53 1

32

飯能

飯能

名栗 2

6

60

38

入間

考察 ：昼間（７時～２１時）１地点、夜間（２２時～６時）４地点に、環境基準の超過があります。
しかし、いずれも要請限度を下回っています。

165

83

174

※交通量台数は2回（11時、17時）測定した平均値

狭山

要請限度 ： 自動車による騒音がこの限度を超え、道路周辺の生活環境が著しく損なわれている場合、
公安委員会に必要な措置の要請及び道路管理者等に意見が述べることができる限度。

環境基準 ： 人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持することが望ましいとされる基準。

42

44

33

5

3748

49

43

79

道 路 交 通 騒 音 測 定 結 果

13

16

飯能

寄居

平成２２年度

○６６

78

60

38

44

8

1

2

3

4

6

7

48

34

49

46

42

50

34

68

93

57

96

189

1

1

66 0

128

40

101

1

1

53

31

52

36

2 80

39

118

7

9

2

2

88

83

1

29

○

○

飯能

3

4

8

6

秩父

入間

入間

秩父

入間

2

1

狭山

青梅

国道２９９号

県道二本木飯能線

○

県道飯能名栗線

○

○

６４

６９

○

○

1

2

○

○

飯能

77

55

3 34 1

県道飯能寄居線
下加治ﾊﾞｲﾊﾟｽ

県道馬引沢飯能線

国道２９９号

県道富岡入間線

平均
速度
(km/
h）

交通量（台／10分）
走
行
方
向

○

93

72

図
面
番
号

要請限度測
定
日

時間帯別騒音レベル（ｄＢ）

昼間 夜間

道路名

○

×

○

×

○

○

○

○

○

○…基準値内 ×…基準値超過

環境基準測定値

６７

12.14
～１5

12.14
～１5

○

○

６３

12.14
～１5

12.14
～１5

12.14
～１5

５９

６６６９

６９

６８

６９
12.14
～１5

12.14
～１5

○

○

×６７

６４ ○

○

○

○

○

国道２９９号線
飯能狭山バイパス

６７

要請限度

夜間

道路名 測
定
日

時間帯別騒音レベル（ｄＢ）

６５ ○

○

図
面
番
号

測定値

昼間

環境基準

9

12.14
～１5

６９

市道川寺上野線 12.14
～１5

６６ ６２

77

× ○×

上野

9

○

14 49 47

交通量（台／10分）
平均
速度
(km/
h）

走
行
方
向

44川寺

140

67 1

0

3



4

騒音に係る環境基準

ア 一般の環境基準

地域

の

種類

時間の区分

該 当 地 域昼 間

（６時～22 時）

夜 間

（22 時～６時）

Ａ

５５ｄＢ以下 ４５ｄＢ以下

第１種低層住居専用地域

第２種低層住居専用地域

第１種中高層住居専用地域

第２種中高層住居専用地域

Ｂ

第１種住居地域

第２種住居地域

準住居地域、用途外

Ｃ ６０ｄＢ以下 ５０ｄＢ以下

近隣商業地域、商業地域

準工業地域、工業地域

注 工専は適用しない

イ 道路に面する地域の環境基準

地域の区分 昼 間 夜 間

Ａ地域のうち２車線以上の車線

を有する地域
６０ｄＢ以下 ５５ｄＢ以下

Ｂ地域のうち２車線以上の車線

を有する地域

Ｃ地域のうち車線を有する地域

６５ｄＢ以下 ６０ｄＢ以下

注）車線とは、１縦列の自動車が安全かつ円滑に走行するために必要な

一定の幅員を有する帯状の車道部分をいう。

ウ 幹線交通を担う道路に近接する空間の環境基準（特例）

区 分 昼 間 夜 間

屋 外 ７０ｄＢ以下 ６５ｄＢ以下

注）幹線交通を担う道路とは、高速自動車国道、一般国道、都道府県道、

４車線以上の市町村道をいう。





平成２２年度

○…基準値内 ×…基準値超過

道路交通振動に係る要請限度
単位 デシベル

１種区域

２種区域

考察 ： 道路交通振動については、要請限度を十分満足する数値となっています。

83

65

34

（65）

（60）

夜間

（１９時～８時）

34

※交通量台数は２回（１１時、１７時）測定した平均値

１種

○

図
面
番
号

1

2

道 路 名 測定日測定地点

県道馬引沢飯能線

国道299号

双柳373先

交通量（台／10分）

昼 間 夜 間昼 間 夜 間

区域
の

区分

時間別振動レベル 上端値（ｄＢ）

（要 請 限 度）

70

○

33

（60）

○

65

（８時～１９時）

○

60

101

3

－

－

－

１種

○

37

140飯能1344先

12.14
～15

第１種住居地域、第２種住居地域、準住居地域、用途外

昼間時間の区分

2

○

40

（65）

12.14
～15

市道川寺上野線

八幡町13先

第１種中高層住居専用地域、第２種中高層住居専用地域

（70）

40

（65）

２種

道 路 交 通 振 動 測 定 結 果

準工業地域、工業地域

区域の区分

第１種低層住居専用地域、第２種低層住居専用地域

車線
数

2

2

近隣商業地域、商業地域

12.14
～15

6





平成22年度

一酸化窒素（NO） 環境基準値：なし （単位：ppm）

22・４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 23・１ ２ ３ 合計等

0.002 0.001 0.002 0.003 0.002 0.002 0.003 0.006 0.006 0.003 0.004 0.002 0.003

0.020 0.014 0.015 0.027 0.016 0.028 0.031 0.056 0.072 0.055 0.034 0.048 0.072

0.007 0.004 0.005 0.008 0.005 0.007 0.010 0.020 0.027 0.008 0.014 0.006 0.027

二酸化窒素（ＮＯ2） 環境基準値：1時間値の1日平均値が0.04ppm～0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下 （単位：ppm）

22・４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 23・１ ２ ３ 合計等

0.011 0.010 0.010 0.010 0.008 0.009 0.010 0.012 0.013 0.011 0.015 0.009 0.011

0.038 0.033 0.033 0.027 0.025 0.029 0.037 0.042 0.045 0.043 0.057 0.030 0.057

0.018 0.014 0.015 0.014 0.013 0.017 0.017 0.018 0.020 0.022 0.031 0.016 0.031

窒素酸化物 環境基準値：なし （単位：ppm）

22・４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 23・１ ２ ３ 合計等

0.013 0.011 0.012 0.012 0.010 0.012 0.014 0.017 0.018 0.014 0.019 0.011 0.014

0.048 0.039 0.041 0.046 0.033 0.043 0.053 0.076 0.105 0.085 0.086 0.071 0.105

0.024 0.018 0.020 0.019 0.016 0.024 0.025 0.038 0.047 0.030 0.045 0.019 0.047

光化学オキシダント 環境基準値：1時間値が0.06ppm以下 （単位：ppm）

22・４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 23・１ ２ ３ 合計等

日数 13 18 22 20 19 18 4 1 0 0 0 4 119

時間 72 139 125 127 117 96 7 3 0 0 0 23 709

日数 0 1 0 3 2 3 0 0 0 0 0 0 9

時間 0 3 0 9 6 6 0 0 0 0 0 0 24

0.088 0.136 0.119 0.183 0.165 0.152 0.063 0.070 0.040 0.041 0.055 0.074 0.183

浮遊粒子状物質 環境基準値：1時間値の平均値が0.10mg/㎥以下、かつ1時間値が0.20mg/㎥以下 （単位：mg/㎥）

22・４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 23・１ ２ ３ 合計等

0.019 0.022 0.026 0.028 0.028 0.021 0.020 0.019 0.014 0.011 0.021 0.016 0.020

0.052 0.086 0.084 0.071 0.096 0.082 0.064 0.083 0.067 0.046 0.086 0.062 0.096

0.034 0.043 0.047 0.047 0.054 0.051 0.037 0.051 0.033 0.027 0.059 0.031 0.059

※埼玉県大気汚染常時監視測定局（飯能局）で測定した数値

一酸化窒素(NO) ：

二酸化窒素(NO2)：

窒素酸化物(NOx)：

光化学オキシダント：

浮遊粒子状物質 ：

昼間の１時間値が
0.06ppmを超えた

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

項目 ／ 月

項目 ／ 月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

大 気 関 係 常 時 監 視 測 定 結 果

１時間値の最高値

項目 ／ 月

設置場所 飯能県土整備事務所

項目 ／ 月

月平均値

１時間値の最高値

日平均値の最高値

日平均値の最高値

昼間1時間値の最高値

昼間の１時間値が
0.12ppmを超えた

項目 ／ 月

月平均値

粉じん、ばいじん等の大気中の粒子状物質のうち、その粒径が１０μｍ以下のもの。ＳＰM。

無色の気体で液化しにくく空気よりやや重い。空気又は酸素に触れると赤褐色の二酸化窒素に変わる。

石油や石炭等の窒素分を含んだ燃料の燃焼によって発生する。呼吸器系の疾患の原因となる。

窒素と酸素の反応により生成された物質の総称。Ｎ０やＮ０２等が主なもので、光化学スモッグの原因物質の一つ。

紫外線によって複雑な化学反応を起こして作られるオゾン、ＰＡＮ、Ｎ０２等の酸化性物質の集合体。
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№ 発 令 日 天候 発 令 時 間 発 令 内 容 最 高 値

１ ２２． ５． ５ （水） 晴 １４：２０～１７：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１３６ppm

２ ２２． ７．２０ （火） 晴 １５：２０～１７：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１５７ｐｐｍ

３ ２２． ７．２１ （水） 晴 １５：２０～２０：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１９６ｐｐｍ

４ ２２． ７．２２ （木） 晴 １２：２０～１６：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１３０ｐｐｍ

５ ２２． ７．２３ （金） 晴 １６：２０～１９：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１８１ｐｐｍ

６ ２２． ７．２４ （土） 晴 １６：２０～１９：１０ 光化学スモッグ注意報 ０．１５４ｐｐｍ

７ ２２． ８． １ （日） 晴 １５：２０～１６：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１２２ｐｐｍ

８ ２２． ８．１６ （月） 晴 １７：２０～１９：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１４０ｐｐｍ

９ ２２． ８．２１ （土） 晴 １４：２０～１８：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１４１ｐｐｍ

１０ ２２． ８．３０ （月） 晴 １４：２０～１９：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１６５ｐｐｍ

１１ ２２． ８．３１ （火） 晴 １４：２０～１７：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１４２ｐｐｍ

１２ ２２． ９．１１ （土） 晴 １２：２０～１８：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１３９ｐｐｍ

１３ ２２． ９．２１ （火） 晴 １６：２０～１８：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１３３ｐｐｍ

１４ ２２． ９．２２ （水） 晴 １４：２０～１７：２０ 光化学スモッグ注意報 ０．１６０ｐｐｍ

注 意 報 ： オキシダント測定値が０．１２ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。
警 報 ： オキシダント測定値が０．２０ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。
重大緊急報 ： オキシダント測定値が０．４０ｐｐｍ以上となり、継続すると認められるとき。

※県南西部地区では、昭和６０年から警報の発令はありません。

○光化学スモッグ発令基準

光化学スモッグ注意報発令日時内容
平成２２年度 県南西部地区

12

21

8
6

14

0

15

30

1８年度 1９年度 ２０年度 ２1年度 ２２年度

日
光化学スモッグ注意報発令状況
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二酸化窒素（ＮＯ２）環境濃度調査結果

調査年月日 平成22年 6月17日～ 6月24日 平成22年 8月13日～ 8月20日
平成22年11月18日～11月25日 平成23年 2月10日～ 2月17日

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

飯能市役所 0.009 0.008 0.007 0.008 0.006

精明公民館 0.011 0.009 0.009 0.010 0.008

加治東公民館 0.010 0.010 0.009 0.010 0.008

加治公民館 0.010 0.008 0.008 0.008 0.007

中央公民館 0.016 0.016 0.015 0.015 0.014

南高麗公民館 0.006 0.005 0.004 0.005 0.004

第二区公民館 0.010 0.009 0.008 0.008 0.008

原市場公民館 0.005 0.005 0.004 0.004 0.004

東吾野公民館 0.008 0.008 0.006 0.007 0.006

吾野公民館 0.009 0.011 0.008 0.008 0.008

郵便局前交差点 0.017 0.015 0.012 0.010 0.012
※ 簡易測定法（フィルターバッチ法）により測定し、数値は年４回の平均値

※ 二酸化窒素に係る環境基準 0．04ｐｐｍ～0．06ｐｐｍのゾーン内またはそれ以下であること。

考察 ： この５年間の調査結果は、一部地点を除き減少傾向にあります。

二酸化窒素濃度 （単位：ｐｐｍ）
調査地点

※ 18年度の飯能市役所は、富士見公民館での測定
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0.004

0.006

0.008
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ppm

二酸化窒素環境濃度調査結果 18年度

19年度

20年度

21年度

22年度
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平成２２年度 公害関係苦情受付状況

※ 同じ原因に対する苦情は、１件としています。

○ 主な苦情

№ 受理日 種 別 地 域 苦 情 内 容 及 び 対 応

1 22.4.30 騒 音 仲 町 住居と同じ建物内にあるカラオケ店の音がうるさい。→カラオケ店に防音対策をするように指導した。

2 5.17 そ の 他 平 松 猫を多数飼っており、猫の爪で自動車に傷が付き、尿の被害もあり困っている。→室内飼いなど、近所に猫が迷惑をかけないような飼養の仕方を指導した。

3 5.18 そ の 他 中 山 収集業者の空き缶の置場があり、ハエ・カの発生原因になっている。→業者に収集した後、早めに缶を片付けるように指導した。

4 6. 7 不法投棄 中藤中郷 河原にバッテリー、植木を切ったものが捨ててある。→一級河川の河川敷のため、県土整備事務所に対応を依頼した。

5 8. 5 雑 草 唐 竹 自宅裏の空き地に雑草、木が生い茂っている。→土地所有者に草刈りをするように指導した。

6 8.25 雑 草 美 杉 台 空き地に草が繁茂しており、道路にもはみ出している。→土地所有者に草刈りをするように指導した。

7 9. 2 大気汚染 上 畑 野焼きをしている。タイヤを燃やしているようだ。→廃棄物の焼却は法律で禁止されていることを説明し、焼却をやめるように指導した。

8 9.14 騒 音 新 光 早朝の荷物搬入の音がうるさい。以前は朝 6 時前には搬入しないと約束をしている。→事業者に 6 時以降に搬入するようにお願いした。

9 10.13 そ の 他 小 瀬 戸 犬の死骸が隣家の敷地内に放置されている。→訪問したが不在のため、死骸を撤去するように置手紙をしたところ、犬の死骸は撤去された。

10 10.15 害 虫 岩 沢 通学路沿いの空き家にスズメバチの巣があり危ない。→建物所有者に対策をしてもらうように依頼した。小学校に情報を提供し注意を促した。

11 11. 5 そ の 他 岩 沢 犬を放して散歩をしている人がいて迷惑している。→飼い主に引き綱等でつなぐように指導した。

12 12. 1 そ の 他 井 上 敷地内で鳩が死んでいる。鳥インフルエンザが心配である。→鳩は別の原因で死んだと思われるため、死骸を回収し処分した。

13 12.16 水質汚濁 芦 苅 場 事業所の裏の水路が濁っている。→原因の事業所へ水路に排水を流さないように指導した。

14 23.1.19 大気汚染 下 川 崎 廃材、立木を焼却しているのでやめさせてほしい。→抜根した木を焼却していたため、焼却をしないように指導した。

15 2. 1 悪 臭 双 柳 茶畑にふんをまいているため、臭くて困っている。→肥料として豚糞をまいていたため、土をかぶせる等、臭いを軽減する対策を畑の所有者にお願いした。

1
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地下水汚染調査結果

トリクロロエチレン （単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･川寺 I・南町 J・稲荷町

18年度 0.002 - 0.14 0.002未満 0.002未満 0.004 0.019 0.028 - -

19年度 0.003 0.005 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 -

20年度 0.002未満 0.004 0.002未満 0.002 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.070

21年度 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.130

22年度 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン （単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･川寺 I・南町 J・稲荷町

18年度 0.015 - 0.0006 0.0092 0.0049 0.0005未満 0.0005未満 0.0011 - -

19年度 0.011 0.023 0.0005未満 0.0075 0.0037 0.0012 0.0005未満 0.0010 0.0005未満 -

20年度 0.0085 0.017 0.0005未満 0.0057 0.0022 0.0006 0.0005未満 0.0007 0.0005未満 0.0005未満

21年度 0.0079 0.016 0.0005未満 0.0040 0.0026 0.0005 0.0005未満 0.0010 0.0005未満 0.0005未満

22年度 0.0100 0.015 0.0005未満 0.0030 0.0031 0.0005未満 0.0005未満 0.0009 0.0005未満 0.0005未満

１，１，１－トリクロロエタン （単位：mg/ｌ)
基準値 Ａ･双柳 Ｂ・双柳 Ｃ･川寺 Ｄ･川寺 Ｅ･川寺 Ｆ･川寺 Ｇ･川寺 H･川寺 I・南町 J・稲荷町

18年度 0.0005未満 - 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 - -

19年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 -

20年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

21年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

22年度 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.03

0.01

1

は、環境基準超過

※Ｂ・双柳 及び Ｉ・南町は１９年度から実施、J・稲荷町は２０年度から実施、D・川寺は２２年度から調査地点変更

0

0.05

0.1

0.15

ｍｇ/ｌ トリクロロエチレン経年変化

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

0

0.01

0.02

0.03

ｍｇ/ｌ テトラクロロエチレン経年変化

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度
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ダイオキシン類環境調査結果

１．大気調査

調査期日 平成２２年１１月２５日～１２月２日（1 週間サンプリング手法）

調査項目 大気中のダイオキシン類２８項目及びコプラナーPCBs１４項目

調査方法 ダイオキシン類に係る大気環境調査マニュアル（平成２０年３月環境

省水・大気環境局）に準拠

※二重測定の実施 … 上記マニュアルに基づき試料採取分析における

総合的な信頼性を確保するため、同一条件で採取した２以上の試料

について、同様に分析し定量下限値以上の濃度の測定対象物質につ

いて両者の差が３０％以下であることを確認する。本年度において

は、精明公民館で実施した。

調査結果 ダイオキシン類対策特別措置法の大気に対する環境基準値である

０. ６ｐｇ－TEQ／㎥ と比較すると、全地点で基準値以下でした。

（下表参照）

調 査 地 点
毒性換算濃度（ pg－TEQ／㎥ ）

平成２１年度 平成２２年度 基 準 値

飯能市役所 ０．０２３ ０．０２５

０．６

精明公民館 ０．０３５ ０．０３３

加治東公民館 ０．０２８ ０．０３２

美杉台小学校 ０．００９３ ０．０２０

南高麗中学校 ０．００８８ ０．０４５

吾野中学校 ０．００７９ ０．０１９

東吾野公民館 ０．００８３ ０．０１４

原市場中学校 ０．００８２ ０．０１７

名栗庁舎 ０．００８１ ０．０１５
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２．土壌調査

調査期日 平成２２年１１月３０日

調査項目 土壌のダイオキシン類２８項目及びコプラナーPCBs１４項目

調査方法 ダイオキシン類に係る土壌調査測定マニュアル（平成２１年３月環境

省水・大気環境局）に準拠

調査結果 ダイオキシン類対策特別措置法の土壌に対する環境基準値である

1000ｐｇ－TEQ／ｇと比較すると、全地点で基準値以下でした。

（下表参照）

調 査 地 点
毒性換算濃度（ pg－TEQ／ｇ ）

平成２１年度 平成２２年度 基 準 値

富士見小学校 １．６

１０００

西川小学校 ０．５３

原市場小学校 ０．１８

加治中学校 １．８

名栗中学校 ０．２３

精明小学校 ２．４

加治小学校 ０．３５

第二区保育所 ２．４

南高麗中学校 ３．７

名栗あすなろ会館 ０．６７

（注） ・ｐｇ … ピコグラム（１ｐｇ＝１兆分の１グラム）

・TEQ … 毒性等量。ダイオキシン類は多くの異性体が存在し、毒性もそれ

ぞれ異なるため、最も毒性の強い 2,3,7,8－四塩化ジベンゾ－パラ－ジオキ

シンの毒性に換算して表していることを示す符号。

考 察 ○大気調査の結果は法令等（焼却規制）の強化により、全ての調査地

点で 0.1ｐｇ－TEQ／ｇ未満の数値となっています。

○土壌調査の調査地点は毎年変更していますが、全て１桁以下の数値

となっています。



16

３．ごみ処理施設調査

調査期日 平成２２年６月１８日及び７月８日

調査項目 ごみ焼却施設 … 排ガス、焼却灰、飛灰

最終処 分場 … 放流水、地下水

調査結果 ごみ焼却施設及び最終処分場とも、基準値以下で維持管理されていま

す。

○クリーンセンター

調 査 地 点
毒性換算濃度（ｎｇ－ＴＥＱ／㎥Ｎ ）

平成２１年度 平成２２年度 基準値

排ガス
１ 号 炉 ０．０３３ ０．０３８

５
２ 号 炉 ０．０２４ ０．００９８

毒性換算濃度（ｎｇ－ＴＥＱ／ｇ）

焼却灰
１ 号 炉 ０．０１４ ０．００２５

３
２ 号 炉 ０．００７２ ０．００１８

飛 灰
１ 号 炉 ０．３４ ０．３０

２ 号 炉 ０．３２ ０．４７

測定日：１号炉（排ガス、焼却灰、飛灰）平成２２年７月８日

２号炉（排ガス、焼却灰、飛灰）平成２２年６月１８日

○最終処分場

調 査 地 点
毒性換算濃度（ｐｇ－ＴＥＱ／ｌ）

平成２１年度 平成２２年度 基準値

新最終処分場排水 ０．０８４ ０．００１０
１０

旧最終処分場排水 ０．３７ ０．２７

新最終処分場観測井下流 ０．１４ ０．０７１ １

測定日：新最終処分場排水 平成２２年６月１日

旧最終処分場排水 平成２２年６月１日

新最終処分場観測井下流 平成２２年６月１日

（注）・ｎｇ…ナノグラム（１ｎｇ＝１０億分の１グラム）

・㎥Ｎ…ノルマル立方メートル ０℃、１気圧の状態に換算したガスの量
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不法投棄パトロール等の状況

パトロール員による不法投棄物等の収集状況

平成２２年度状況 パトロール日数 １８５日 収集量 １９，１２０ｋｇ

主な不法投棄場所（1,000kg 以上）等

収集日 不 法 投 棄 場 所 主 な 投 棄 物 収集量

１ ７／２１ 南川地内（天目指峠） コンクリート、畳、衣類、廃材ほか 2,140 ㎏

２ ７／２７ 南川地内（正丸峠） テレビ、洗濯機、電気機器、可燃ごみほか 1,450 ㎏

年度別パトロール状況等

年度 パトロール日数 収 集 量 投棄者指導件数 備 考

１８ ２１０日 ５１,９１０㎏ ２件 パトロール員２名

１９ ２２２日 ３１,９９０㎏ ３件 パトロール員２名

２０ １９６日 ２４,４２０㎏ ７件 パトロール員２名

２１ １８９日 ２７,６３０㎏ ４件 パトロール員２名

２２ １８５日 １９,１２０㎏ ６件 パトロール員２名

廃棄物の不法投棄の情報提供に関する協定

株式会社ＮＴＴ東日本－埼玉 埼玉西営業支店ほか 28 団体と、廃棄物の不法投棄の

情報提供に関する協定書の締結。
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中郷橋下 Ａ 7.8 7.7 ～ 8.0 0.5 0.5 0.5 ～ 0.5 10.7 8.8 ～ 13.5 1 1 ～ 1 1,800 330 ～ 4,900

弁天河原 Ａ 7.7 7.5 ～ 7.9 0.5 0.5 0.5 ～ 0.5 11.2 9.1 ～ 14.0 1 1 ～ 1 2,000 170 ～ 4,900

開運橋下 Ａ 7.8 7.5 ～ 8.2 0.6 0.6 0.5 ～ 0.7 11.3 9.0 ～ 13.9 1 1 ～ 1 1,600 330 ～ 4,900

上赤沢バス折返場下 Ａ 7.8 7.6 ～ 8.2 0.5 0.5 0.5 ～ 0.5 11.3 7.9 ～ 15.4 1 1 ～ 1 3,000 460 ～ 13,000

小岩井取水堰下 Ａ 8.0 7.6 ～ 8.4 0.6 0.6 0.5 ～ 0.7 11.5 9.7 ～ 14.9 1 1 ～ 1 3,000 700 ～ 4,900

割岩橋下 Ａ 8.1 7.7 ～ 8.6 0.5 0.6 0.5 ～ 0.6 11.1 8.8 ～ 14.9 1 1 ～ 1 4,800 330 ～ 24,000

阿岩橋下 Ａ 7.7 7.5 ～ 7.7 1.1 1.6 0.7 ～ 1.9 10.2 8.1 ～ 11.8 1 1 ～ 1 2,500 240 ～ 7,900

坂石橋下 Ａ 8.0 7.7 ～ 8.3 0.5 0.6 0.5 ～ 0.6 11.7 9.0 ～ 16.5 1 1 ～ 1 3,400 330 ～ 14,000

東吾野橋下 Ａ 8.0 7.7 ～ 8.4 0.6 0.8 0.5 ～ 0.8 11.8 9.3 ～ 15.0 1 1 ～ 1 6,000 1,100 ～ 22,000

成木川 清川橋下 Ａ 8.0 7.7 ～ 8.2 0.6 0.6 0.5 ～ 0.7 11.1 8.5 ～ 14.5 1 1 ～ 1 11,000 790 ～ 33,000

中藤川 一ノ瀬橋下 － 7.9 7.6 ～ 8.0 0.7 － 0.5 ～ 1.2 11.6 8.2 ～ 15.6 1 1 ～ 1 3,000 1,300 ～ 7,000

藤田堀 大字岩沢350番地先 － 6.9 6.7 ～ 7.2 3.9 － 2.1 ～ 6.8 7.5 5.5 ～ 8.6 2 1 ～ 4 430,000 70,000 ～ 1,300,000

南小畦川 大字青木・下加治境 － 7.4 7.0 ～ 8.0 2.0 － 1.1 ～ 3.7 9.0 6.7 ～ 12.2 7 1 ～ 31 30,000 3,300 ～ 79,000

※ＢＯＤは0.5未満を0.5 、ＳＳは1未満を1と表示

※ＢＯＤ７５％値：環境基準に適合しているか否かについて評価する際に用いられる年間統計値

参考） 生活環境の保全に関する環境基準（河川）

項目

類型

Ａ

Ｂ ６．５ ～ ８．５ ３㎎/ｌ以下 ５㎎/ｌ以上 ２５㎎/ｌ以下 5000（MPN/100ml）以下

（ｐＨ） （ＢＯＤ） （DO） （SS）

６．５ ～ ８．５ ２㎎/ｌ以下 ７．５㎎/ｌ以上 ２５㎎/ｌ以下 1000（MPN/100ml）以下

入間川

高麗川

基 準 値

水素イオン濃度 生物化学的酸素要求量 溶存酸素量 浮遊物質量 大腸菌群数

最小値
平均値

最小値
平均値

最小値

～最大値 ～最大値 ～最大値 ～最大値 ～最大値
平均値

最小値
平均値 75%値

最小値
平均値

公共用水域の水質調査結果地点別総括表（生活環境項目）
(平成２２年度)

河川名等 地点名 類型
ｐＨ ＢＯＤ（㎎/ｌ） ＤＯ（㎎/ｌ） ＳＳ（㎎/ｌ） 大腸菌群数（MPN/100mｌ）



河川別ＢＯＤ状況（過去3年間）

0.5 0.5 0.5 0.5
0.6

0.5

1.8

0.5 0.5
0.6

0.5 0.5
0.6 0.6 0.6 0.6

1.4

0.5

0.7
0.6

0.5 0.5
0.6

0.5
0.6

0.5

1.1

0.5
0.6 0.6

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

中
郷
橋
下

弁
天
河
原

開
運
橋
下

上
赤
沢
バ
ス
折
返
場
下

小
岩
井
取
水
堰
下

割
岩
橋
下

阿
岩
橋
下

坂
石
橋
下

東
吾
野
橋
下

清
川
橋
下

Ｂ
Ｏ
Ｄ
濃

度
（
単

位
：
㎎
/ｌ
）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

0.6

4.2

1.7

0.7

6.5

2.5

0.7

3.9

2.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

一ノ瀬橋下 大字岩沢350番地先 大字青木・下加治境

Ｂ
Ｏ
Ｄ
濃

度
（
単

位
：
㎎

/ｌ
）

平成20年度 平成21年度 平成22年度

1
9





飯能市環境基本計画年次報告書
（平成２２年度実績）

編 集 飯能市環境部環境緑水課
〒357-8501 飯能市大字双柳１番地の１

電 話 ０４２－９７３－２１１１（代表）

F A X ０４２－９７１－２３９３

U R L http://www.city.hanno.saitama.jp

E-mail kankyo@city.hanno.saitama.jp


